


広報150号記念

平成19年1月21日
第50号

広報しま50号！

平成20年10月1日
第91号

市新庁舎完成

平成21年5月1日
第105号

紙面をリニューアル！
発行回数を月1回に。

平成22年4月1日
第116号

浜島小学校新校舎完成

平成16年10月の志摩市発足から毎月発行を続けてきました「広報しま」が今月号で150号を迎えました。
これからも、市民の皆さんにとって、読みやすく親しみやすい紙面づくりに取り組んでいきます。

平成16年10月1日
創刊号

浜島町、大王町、志摩町、
阿児町、磯部町の５町が
合併し、志摩市が誕生！

「広報しま」の歩み ………………………………………………………………………
平成17年3月1日
第6号

特集・合併記念式典
市の市章が決定！

平成17年5月21日
第10号

発行回数を月2回とし、
お知らせ号を発行。

平成17年11月1日
第21号

パールブリッジ開通！

「広報しま」が150号を迎えました！

平成18年4月1日
第31号

御座小学校
新校舎竣工式

平成21年2月21日
第100号

広報しま100号！
広報紙、市ホームページに関す
るアンケートを実施しました。

平成22年7月1日
第120号

きらりしま探検隊
連載スタート！

平成22年8月1日
第121号

表紙・裏表紙が県広報
コンクール写真部門で
特選に選ばれました。

平成23年3月1日
第128号

稼げる！学べる！遊べる！
「新しい里海創生」の取り
組みが始まりました。

平成24年11月1日
第150号

広報しま150号！

「広報しま」の
バックナンバーは、
市ホームページで
ご覧いただけます。

　広報では、表紙やトピックスなどでまちのできごとを紹介しています。皆さんの身近な話題、できごと、
地域の取り組みなど、何でも結構ですので、広報に取り上げて欲しい情報などがありましたら、市長公室
までご連絡ください。また、広報紙、市ホームページ、行政情報番組などに関するご意見・ご提案も募集
しています。広報紙、行政情報番組の感想など、皆さんのご意見・ご感想をお寄せください。市民の皆さ
んからの情報提供・ご意見をお待ちしています。

問い合わせ　市長公室　  44・0200　FAX 44・5252　E-mail shichokoshitsu@city.shima.lg.jp

まちのできごとなど情報をお寄せください！
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「広報しま」「市ホームページ」に掲載する写真・イラスト
「行政情報番組」にて使用する映像を募集します

　昨年から募集をしています広報用イラストに、市内の小中学生から計 102 点の応募がありました。多数の
ご応募ありがとうございました。写真や映像も随時募集していますので、皆さんのご応募お待ちしています。

○写真・映像募集
「広報しま」や市ホームページ、行政情報番組で使用する写真、映像を募集します。
市内で開催されたイベントや四季折々の風景など、季節感あふれる作品をお待ちしています。

応募資格
◦満１８歳以上の人
◦撮影用のカメラ（デジタルカメラ）またはビデオカメラを所有している人（画素数の著しく少ないものや
携帯電話に付属するカメラは不可）

募集期限
随時募集しています。

応募方法
郵送またはＥメールで、住所、名前、電話番号、タイトル、撮影した日時、場所を記載し市長公室へ送付し
てください。くわしくは、市長公室までお問い合わせください。

その他
◦提出された作品はお返しできません。
◦撮影した人物などの肖像権に関する責任は、すべて応募者に属するものとします。
◦応募作品の著作権は市に属するものとします。

○イラスト募集
募集テーマ

市の特色を表したイラストや、下記のテーマに関するイラストを募集します。
☆防災（天候、防波堤、消火器など）　☆里海（海・山の生き物、海・山の風景、漁業など）
☆観光（祭り、海水浴、灯台など）　　☆子育て（赤ちゃんや子ども、親子など）
☆その他志摩に関するイラスト（伊勢えび、あわび、ふぐ、真珠など）

応募方法
市長公室広報広聴係まで、郵送またはメールで応募してください。
応募の際は、封筒または件名に「広報用イラスト応募」と記載し、応募用紙またはメール本文に住所、学校

名、学年、名前を記載してください。
応募要領、仕様

◦手書きイラストの場合
白地の紙に１８㎝四方のサイズ内に、サインペン・絵の具などを使って描いてください。
◦画像ファイルの場合
サイズは 1,024 ピクセル× 1,024 ピクセル以上でカラーモードは RGB、DPI は 350、
カンバスカラーは透明で、Jpeg 形式または AdobePhotoshop 形式。

その他注意事項
作品の著作権は市に帰属するものとし、広報紙・ホームページなどで無償で使用するものとします。
提出は、カラー・モノクロいずれでもかまいませんが、使用用途により、こちらで変換して使用します。
※広報は 2 色印刷（墨・シアン）
手書きイラストの場合、印刷上必要な画像修正を行う場合があります。

○応募先・問い合わせ
〒 517-0592　阿児町鵜方３０９８番２２　志摩市役所　市長公室　

：４４・０２００　FAX：４４・５２５２　E-mail：shichokoshitsu@city.shima.lg.jp

広報用イラスト募集

広報紙・行政情報番組づくりに参加しませんか
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防災シリーズ「とある家庭の防災講座」

防
災
シ
リ
ー
ズ 

そ
の
⑲
問
い
合
わ
せ　

44
・
０
２
０
３　

FAX

44
・
５
２
５
２　

地
域
防
災
室　
E-mailchiikibosaishitsu@

city.shim
a.lg.jp

高
め
よ
う
！ 

地
域
の
防
災
力

～
地
域
の
み
ん
な
で
備
え
よ
う
！
～

【
平
常
時
の
活
動
】

◦
地
域
の
防
災
環
境
の
確
認

◦
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発

◦
防
災
訓
練
の
実
施

◦
防
災
資
器
材
の
備
蓄
・
整
備　

な
ど

【
災
害
時
の
活
動
】

◦
情
報
の
収
集
・
伝
達

◦
救
出
・
救
助
活
動

◦
初
期
消
火
活
動

◦
医
療
救
護
活
動

◦
避
難
誘
導

◦
給
食
・
給
水
活
動　

な
ど

●
災
害
は
い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
避
難
場
所
と
避
難
経
路
に
つ
い
て
は
、

い
つ
で
も
安
全
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
地
区

住
民
が
協
力
し
て
整
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
地
域
の
危
険
性
に
つ
い
て
調
べ
、
地
域
住

民
で
話
し
合
う
こ
と
に
よ
り
共
通
認
識
を
持

つ
と
と
も
に
、
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大
き
な
災
害
が
発
生
す
る
と
火
災
や
多
く

の
人
々
が
倒
壊
家
屋
の
下
敷
き
に
な
る
な
ど
、

一
刻
を
争
う
事
態
が
多
発
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
防
災
関
係
機
関
は
素
早
く
救
助
や
初
期

消
火
に
あ
た
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
交
通

の
混
乱
な
ど
で
被
災
地
域
に
駆
け
付
け
ら
れ

な
い
状
況
と
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き

に
必
要
と
な
る
の
が
地
域
の
防
災
活
動
で
す
。

そ
こ
で
今
月
の
「
と
あ
る
家
庭
の
防
災
講

座
」
で
は
、
地
域
の
防
災
活
動
つ
い
て
特
集

し
ま
す
。

災
害
規
模
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、

第
一
義
的
に
救
援
活
動
を
実
施
す
る
行
政
機

関
（
市
役
所
、
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
な
ど
）

も
被
災
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
、
ま
た
道

路
損
壊
・
渋
滞
や
情
報
伝
達
の
支
障
に
よ
っ

て
、
救
援
部
隊
が
被
災
地
に
到
着
す
る
の
が

遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
被
災

直
後
は「
自
助
＝
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

「
共
助
＝
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
こ
と
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

普
段
か
ら
、
災
害
に
備
え
「
自
助
・
共
助

に
基
づ
く
地
域
防
災
力
」
を
高
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
域
住
民
が
連
携

し
て
防
災
活
動
を
行
う
た
め
に
地
域
住
民
に

よ
り
自
主
的
に
結
成
さ
れ
た
組
織
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

特
に
大
地
震
の
よ
う
な
大
規
模
な
災
害
時

に
は
、
警
察
、
消
防
、
自
衛
隊
な
ど
が
同
時

に
す
べ
て
の
被
災
地
に
向
か
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
事
態
に
備
え
、
地
域

住
民
が
連
携
し
て
地
域
の
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
が
自
主
防
災
組
織
の
役
割
で
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
組
織
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
、
平
常
時
か
ら
み
ん
な
で
協
力
し
合
い

な
が
ら
防
災
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
普
段
や
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
災
害
時
に

急
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
積
極
的
な
訓
練
参
加

に
よ
り
災
害
時
の
対
応
要
領
、
特
に
避
難
行

動
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
の
災
害
時
要
援

護
者
は
、
災
害
発
生
時
に
は
、
特
別
な
配
慮

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
平
素
か
ら
災
害
時
要

援
護
者
と
の
連
携
を
維
持
し
、
援
助
で
き
る

体
制
づ
く
り
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
災
害

発
生
時
に
は
進
ん
で
支
援
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

地
域
の
防
災
活
動
は
、「
災
害
へ
の
備
え
」

が
大
き
な
目
的
で
す
が
、活
動
を
通
じ
て「
地

域
の
絆
」
を
深
め
る
こ
と
に
も
大
い
に
役
立

ち
ま
す
。

地
域
の
防
災
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
域

の
絆
を
深
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
災
害
時
　
必
ず
役
立
つ

地
域
の
絆
」

（
平
成
23
年
度
「
み
え
防
災
標
語
」
一
般

の
部
最
優
秀
賞
）

地
域
防
災
力
は
「
自
助
」

「
共
助
」
が
中
心
で
す

自
主
防
災
組
織
の
役
割
・

活
動
を
理
解
し
よ
う

自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は

自
分
た
ち
で
や
ろ
う
！

災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
に

協
力
し
よ
う
！

地
域
ぐ
る
み
で
防
災
訓
練
を

実
施
し
よ
う
！

自分たちの地域は自分たちで守ろう
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里
さ と う み

海

今
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ず
悩
ん
で
い

る
事
業
者
さ
ん
に
そ
の
“
一
歩
”
の
機
会
を

提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、
参
加
者

の
人
た
ち
の
前
向
き
な
姿
勢
と
成
功
し
て
い

る
人
の
姿
を
見
聞
き
し
、
と
て
も
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
商
談
会
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
新

し
い
商
品
を
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
事
業
者

さ
ん
が
多
く
な
り
、
事
業
者
間
の
横
の
つ
な

が
り
も
生
ま
れ
、
共
同
開
発
商
品
の
話
も
出

て
き
て
い
ま
す　

そ
う
い
っ
た
人
々
を
商
工

会
は
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で
す
。

里
海　

こ
れ
か
ら
の
夢
は
？

臼
井
さ
ん

ひ
と
り
で
も
多
く
の
笑
顔
と
志
摩
の
特
産

品
を
ひ
と
つ
で
も
多
く
全
国
に
発
信
で
き
る

よ
う
、
企
業
と
企
業
の
架
け
橋
の
よ
う
な
役

割
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
年
も
11
月
22
日
（
木
）
に
バ
イ
ヤ
ー
対

象
の
『
御
食
つ
国
志
摩
え
え
も
ん
研
究
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

臼
井
さ
ん
は
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
商
品

を
売
り
込
む
技
術
や
商
品
開
発
力
が
増
し
て

い
る
の
を
感
じ
て
い
る
そ
う
で
、「
大
変
だ

け
ど
、
面
白
さ
が
あ
る
」
と
笑
顔
で
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
商
工
会
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

志
摩
の
魅
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
形
に

し
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

自
然
環
境
の
保
全
と
再
生
、
環
境
や
資
源

に
配
慮
し
た
農
林
水
産
業
の
取
り
組
み
が
あ

り
、
志
摩
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
食
材
が
生
ま

れ
て
き
ま
す
。

そ
の
食
材
を
も
と
に
「
志
摩
発
信
の
商
品

と
は
何
か
？
」
と
突
き
詰
め
な
が
ら
作
ら
れ

る
商
品
に
は
、
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

志
摩
の
魅
力
を
「
輝
き
」
と
し
て
、
強
く

放
つ
に
は
、
人
が
持
つ
「
思
い
」
が
欠
か
せ

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

11
月
25
日
（
日
）
に
は
、
一
般
の
人
を
対

象
と
し
た
『
御
食
つ
国
志
摩
え
え
も
ん
物
産

展
』
が
市
商
工
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、事
業
者
さ
ん
の
熱
い
思
い
に
触
れ
、

魅
力
あ
る
商
品
を
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

紅
葉
の
季
節
で
す
ね
。
四
季
が
あ
る
日
本

に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
季
節
の
一

つ
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
紅
葉
は
寒
暖
差

が
あ
る
ほ
ど
、
色
鮮
や
か
に
染
ま
る
そ
う
で

す
が
、
海
・
山
の
幸
も
、
そ
の
寒
さ
や
冷
え

で
、
ぐ
っ
と
美
味
し
く
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
志
摩
の
海
・
山
の
幸
の
魅
力
は
、

多
く
の
人
の
心
を
魅
了
し
ま
す
。
そ
の
魅
力

を
ど
う
向
上
さ
せ
、
発
信
す
る
か
が
非
常
に

重
要
な
取
り
組
み
と
な
り
、
そ
の
取
り
組
み

に
よ
り
「
魅
力
」
を
強
く
発
信
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
志
摩
の
魅
力
の
発
信
を

担
っ
て
い
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
商
品
開
発

や
販
売
戦
略
に
取
り
組
ん
で
い
る
商
工
会
の

『
御み

け食
つ
国
志
摩
え
え
も
ん
研
究
会
』
担
当
の

臼う
す
い井

直な
お
み美

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

『
御
食
つ
国
志
摩
え
え
も
ん
研
究
会
』

市
商
工
会
の
合
併
と
共
に
ス
タ
ー
ト
し
た

企
画
で
、４
年
前
か
ら『
バ
イ
ヤ
ー
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
交
流
』
を
メ
イ
ン
に
、
商
談
会
の
場

と
し
て
「
稼
げ
る
事
業
者
」
を
育
成
す
る
た

め
の
事
業
と
し
て
、
毎
年
11
月
に
開
催
さ
れ

る
研
究
会
（
商
談
会
）
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

里
海　

研
修
会
の
内
容
は
？

臼
井
さ
ん

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
食
品
衛
生
管
理
、
食
品

表
示
な
ど
、
商
品
を
販
売
す
る
う
え
で
必
要

な
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
る
た
め
の
研
修

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
研
修

の
成
果
の
場
と
し
て
11
月
の
研
究
会
（
商
談

会
）
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

研
究
会
に
参
加
し
て
い
る
事
業
者
の
皆
さ

ん
は
、
東
京
や
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
る
商
談

会
に
も
参
加
さ
れ
、
自
社
商
品
は
も
と
よ
り

志
摩
市
を
宣
伝
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
年

で
研
究
会
は
８
年
目
、
バ
イ
ヤ
ー
さ
ん
が

求
め
る
商
品
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

里
海　

研
究
会
へ
の
想
い
は
？

臼
井
さ
ん

志
摩
に
は
た
く
さ
ん
い
い
商
品
が
あ
り
ま

す
が
、
現
在
行
っ
て
い
る
商
品
の
提
供
か
ら

問
い
合
わ
せ里

海
推
進
室　

44
・
０
２
０
６

FAX

44
・
５
２
６
２

E-mailsatoum
i@

city.shim
a.lg.jp

シリーズ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
里
海
が
行
く

新
し
い
里
海
の
ま
ち
・

志
摩
を
彩
る
人
た
ち
No.20
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ごみ分別

資
　
　
源

不
燃
・
可
燃
ご
み

　平成26年４月稼働予定の鳥羽志勢広域連合ごみ処理施設への移行を円滑に進めるために、平成25年４月か
ら市全域で家庭からでる資源とごみの分け方を細分化、統一し、ごみの減量化を推進します。
　今回は、分け方・出し方の概要をお知らせします。

●平成25年４月以降の家庭から出る資源とごみの分け方・出し方の概要は次のとおりです

平成25年４月から
家庭からでる資源とごみの分け方・出し方が変わります

　資源は、８種類に分け
て、それぞれ別々の指定
ごみ袋「資源ごみ用」に
入れて出してください。
さらに「びん」は色別に
３種類、「紙類」は５種類
に分けてください。

　不燃ごみは、「もやせな
いごみ」と「ガラス・陶
器類」の２種類に分けて、
それぞれ別々の指定ごみ
袋「もやせないごみ用」
に入れて出してください。

　可燃ごみは、大王町、
志摩町、阿児町、磯部町
地区では、「もやせるご
み」を「もやせるごみ用」
の指定ごみ袋に入れて出
してください。

　浜島町地区では、平成
25年12月末まで「固形ご
み」を「固形ごみ用」の
指定ごみ袋に入れて出し
てください。平成26年１
月以降は、他地区と同様
に「もやせるごみ」とし
て取り扱いします。

●指定コンテナ(指定容器)の使用を終了します
　現在、経過措置として阿児町、磯部町地区で使用しているプラスチック製の指定コンテナ(指定容器)は、平
成25年３月31日をもって使用を終了します。
　平成25年４月１日以降は、資源やごみは指定ごみ袋に入れて集積所に出してください。
●資源回収ステーションを廃止します
　現在、阿児町地区などに設置されている資源回収ステーションは、平成25年３月31日をもって廃止します。
　平成25年４月１日以降に、ペットボトル、白色トレイ、発泡スチロール、乾電池、蛍光管を出す際は、地
区ごとに決められた収集日に指定ごみ袋(資源ごみ用)に入れて集積所に出してください。
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町 地区 日時 場所

浜
島
町

浜島地区（1～12番組） 11月13日（火）19時 浜島生涯学習センター

     〃    （13～22番組） 11月16日（金）19時 　　〃

     〃    （23～28番組） 11月20日（火）19時 　　〃

     〃    （29～33番組） 11月14日（水）19時 養心館

南張地区 11月21日（水）19時 南張生涯学習センター

桧山路地区 11月15日（木）19時30分 桧山路生涯学習センター

塩屋地区 11月26日（月）19時 塩屋生涯学習センター

迫子地区 11月27日（火）19時 迫子地区公民館

大崎地区 11月28日（水）19時 大崎会館

阿
児
町

神明地区・第１回 11月19日（月）19時 阿児アリーナ・ベイホール

　 〃 　・第２回 11月22日（木）19時 神明地区公民館

鵜方地区・第１回 11月27日（火）19時 鵜方公民館

　 〃 　・第２回 11月28日（水）19時 　　〃

　 〃 　・第３回 11月30日（金）19時 　　〃

立神地区（1～5番組） 12月3日（月）19時 立神ふれあいセンター

　 〃 　（6～9番組） 12月4日（火）19時 　　〃

志島地区 11月26日（月）19時 志島地区公民館
甲賀地区

（奥、若葉の里、鹿谷他） 12月6日（木）19時 甲賀地区公民館
　 〃

（浜田、緑ヶ丘他） 12月10日（月）19時 　　〃
　 〃

（橋本、浅野、石岡他） 12月11日（火）19時 　　〃

国府地区（1～6番組） 12月13日（木）19時 国府地区公民館

　 〃 　（7～11番組） 12月14日（金）19時 　　〃
安乗地区

（里、穴良瀬、泊、山北） 12月17日（月）19時 安乗漁民センター
　 〃
 （山南、夏川原、上野、阿瀬） 12月18日（火）19時 　　〃

志
摩
町

片田地区(大野地区、
松山、新開、砦) 12月21日（金）19時 片田共同福祉施設

　 〃 　(上記以外) 12月25日（火）19時 　　〃

布施田地区（畑、奥山地区） 12月19日（水）19時 布施田真珠組合

　 〃 　（浜、中、北地区） 12月20日（木）19時 　　〃
和具地区(里東、城山、
大山、石ヶ、於石、西札) 1月22日（火）19時 志摩文化会館・大ホール
　 〃 　(岡、矢浦、大
田、笹山、山寺、奥山) 1月24日（木）19時 　　〃

間崎地区 1月11日（金）19時 間崎島開発総合センター

越賀地区(1～10番組) 1月15日（火）19時 越賀地区多目的集会施設

　 〃 　(11～19番組) 1月16日（水）19時 　　〃

御座地区 1月17日（木）19時 御座コミュニティセンター

町 地区 日時 場所

磯
部
町

五知地区 11月30日(金)19時 五知集落センター

沓掛地区 12月3日（月）19時 沓掛集会所

山田地区 12月4日（火）19時 山田区事務所

上之郷・上之郷住宅 12月5日（水）19時 上之郷公民館

下之郷地区 12月6日（木）19時 下之郷共同作業所

飯浜地区 12月10日（月）19時 飯浜集落センター

恵利原地区 12月11日（火）19時 恵利原センター

川辺地区 12月12日（水）19時 商工会磯部支所　２階

迫間第一地区 12月13日（木）19時 迫間第一多目的集会所

迫間地区 12月18日（火）19時 中央集会所

築地・銀河の里 12月19日（水）19時 築地集落センター

山原地区 12月20日（木）19時 山原集会所

栗木広地区 12月21日（金）19時 栗木広センター

夏草地区 1月7日（月）19時 夏草公民館

桧山地区 12月26日（水）19時 桧山集落センター

穴川地区（1～8番組） 1月8日（火）19時 穴川公民館

　 〃 　（9～16番組） 1月9日（水）19時 　　〃

坂崎地区 1月10日(木）19時 坂崎区民センター

三ケ所地区 1月11日（金）19時 三ケ所区民センター

渡鹿野地区 1月16日(水）13時30分 渡鹿野島開発総合センター

的矢地区 1月17日（木）19時 的矢区民センター

恵ヶ丘地区 1月18日（金）19時 恵ヶ丘集会所

梶坊地区 1月22日（火）19時 梶坊集会所

堀切地区 1月23日（水）19時 堀切センター

雇用促進住宅磯部宿舎 1月24日（木）19時 雇用促進住宅集会所

大
王
町

波切地区(1～10番組) 1月29日（火）19時 大王公民館
　 〃
(11～20番組、組外) 1月30日（水）19時 　　〃
船越地区
(1～5組、その他地区) 1月7日（月）19時 船越地区公民館

　 〃 　(6～9組) 1月8日（火）19時 　　〃

名田地区 1月9日（水）19時 名田地区公民館

畔名地区 1月10日（木）19時 畔名コミュニティセンター

問い合わせ　美化衛生課　 ４４・０２２９
FAX４４・５２６１

●ごみ分別住民説明会を開催します
　ごみ分別パンフレット「平成25年4月からの家庭用資源とごみの分け方・出し方」を各世帯へ送付してい
ます。また次のとおり説明会を開催しますので、皆さんぜひご参加ください。
　なお、割当日時に都合がつかない場合は、同じ町内の他の地区の説明会に参加することもできます。
※説明会当日は、パンフレットをご持参ください。
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市長選挙結果・不動産公売

志摩市長選挙の結果をお知らせします
市選挙管理委員会（総務課内）　 ４４・０２０１　 ４４・５２５２

１０月２１日に行われた志摩市長選挙の結果、○○　○○氏が当選されました。
投開票結果については、次のとおりです。

◎開票結果
○開票した投票総数	 票
　◦うち有効票	 票
　◦うち無効票	 票
○不受理と決定したもの	 票

（敬称略）
候 補 者 氏 名 得票数（票）

◎地区別投票率

区域名 当日有権者数
（人）

投票者数
（人）

投票率
（％）

浜島

大王

志摩

阿児

磯部

合計 0 0

不動産を公売します
　市では、不動産の公売をします。公売不動産を買い受けたい人はぜひ入札に参加してください。

公
売
財
産
一
覧

＊「不動産公売のお知らせ」を収税課、各
支所窓口に備え付けてありますのでご覧く
ださい。
＊入札に必要な書類 (入札書等 )は、公売
当日に会場でお渡しします。
＊公売公告に記載されている公売財産は、
売却区分番号単位で公売を中止する場合が
あります。事前に公売中止の有無をご確認
ください。
＊各売却区分番号の公売条件などくわしく
は収税課にお問い合わせいただくか、市
ホームページをご覧ください。

問い合わせ　収税課　  ４４・０２１２　FAX ４４・５２６０　 HP  http://www.city.shima.mie.jp/

売却区分番号：S24-16
見積価額：3,410,000円
公売保証金：350,000円

所　在　大王町波切字砦
地　番　3309番1　　地　目　宅地
地　積　606.10㎡

売却区分番号：S24-19
見積価額：410,000円
公売保証金：50,000円

所　在　阿児町甲賀字霜道、字水堀
地　番　1039番1、1039番3、1044番1、
　　　　1044番2
地　目　山林　　地積計　1,006㎡
所　在　阿児町甲賀字霜道1039番地1、
　　　　字水堀1044番地1、1043番地1
家屋番号　1039番1
種　類　倉庫
構　造　木造かわら・スレートぶき平家建
床面積　38.24㎡

売却区分番号：S24-17
見積価額：720,000円
公売保証金：80,000円

所　在　阿児町神明字中田
地　番　972番17　　地　目　雑種地
地　積　169㎡

売却区分番号：S24-20
見積価額：4,050,000円
公売保証金：410,000円

所　在　阿児町鵜方字小向井
地　番　5022番
地　目　宅地
地　積　262.07㎡
所　在　阿児町鵜方字小向井　5022番地
家屋番号　5022番
種　類　居宅
構　造　木造スレートぶき平家建
床面積　　39.74㎡

売却区分番号：S24-18
見積価額：1,170,000円
公売保証金：120,000円

所　在　阿児町神明字後
地　番　1241番10　　地　目　山林
地　積　176㎡

■ 公売期日　１１月２１日（水）　　■ 説明会　１０時から　※時間厳守でお願いします。
■ 入札　１０時３０分から１１時００分まで
■ 公売場所　市役所４階　４０３・４０４会議室　阿児町鵜方３０９８番地２２
■ 公売財産
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年末調整等説明会・介護認定を受けた人へ

年
末
調
整
お
よ
び
所
得
税
の
青
色
決
算
等

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
平
成
23
年

分
の
確
定
申
告
書
を
国
税
電
子
申
告
（
ｅ
─

Ｔ
ａ
ｘ
）
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
人
に
は
、
平

成
24
年
分
以
降
の
青
色
申
告
決
算
書
な
ど
の

送
付
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
青
色
申
告
決
算
書
な
ど
が
必
要
な
場
合

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
出
力
し
て

い
た
だ
く
か
、
伊
勢
税
務
署
、
ま
た
は
説
明

会
当
日
に
会
場
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
分
確
定
申
告
も
是
非
、
電
子
申

告
（
ｅ
─
Ｔ
ａ
ｘ
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
年
末
調
整
等
説
明
会

と
き
・
と
こ
ろ

11
月
16
日
（
金
）
10
時
～

　

阿
児
ア
リ
ー
ナ
（
ベ
イ
ホ
ー
ル
）

11
月
22
日
（
木
）
10
時
お
よ
び
14
時
～

　

伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
い
せ
ト
ピ
ア
）

◦
所
得
税
の
青
色
決
算
等
説
明
会

と
き
・
と
こ
ろ

11
月
16
日
（
金
）
14
時
～

　

阿
児
ア
リ
ー
ナ
（
ベ
イ
ホ
ー
ル
）

11
月
22
日
（
木
）
14
時
～

　

伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
い
せ
ト
ピ
ア
）

※
ど
ち
ら
も
い
ず
れ
の
日
に
出
席
し
て
い
た

だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　

伊
勢
税
務
署（

０
５
９
６
）
28
・
３
１
９
１

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
（
個
人
市
民

税
＋
個
人
県
民
税
）
は
、
法
令
に
よ
り
、
事

業
者
が
給
与
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
し

て
、
給
与
所
得
者
に
代
わ
っ
て
市
に
納
税
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
所
得
税
は
源
泉
徴
収
し
て
い
る
け
れ
ど
、

個
人
住
民
税
は
特
別
徴
収
し
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

○
原
則
と
し
て
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を

含
む
す
べ
て
の
従
業
員
か
ら
特
別
徴
収
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
税
額
の
計
算
は
市
で
行
い
ま
す
の
で
、
所

得
税
の
よ
う
に
税
額
の
計
算
や
年
末
調
整
を

す
る
手
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

〈
従
業
員
の
皆
さ
ん
に
は
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
〉

○
納
税
の
手
間
が
省
け
ま
す
。

○
普
通
徴
収
が
原
則
４
回
払
い
な
の
に
対
し

て
、
12
回
払
い
と
な
る
の
で
、
１
回
あ
た
り

の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

◎
三
重
県
と
県
内
全
市
町
で
は
平
成
26
年
度

か
ら
、
法
定
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
の
皆

さ
ん
に
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
実
施
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
な
い
会
社
な
ど

は
、
特
別
徴
収
へ
の
切
り
替
え
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

課
税
課　

44
・
０
２
１
１

　

FAX

44
・
５
２
６
０

【
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
】

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
た
人
で

一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合
、
申
請
に
よ

り
税
法
上
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を

交
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
要
件

平
成
24
年
12
月
31
日
時
点
に
お
い
て
、
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳

以
上
の
人
で
、
認
知
症
や
身
体
上
の
障
が
い

が
一
定
以
上
の
基
準
に
該
当
す
る
人
（
要
支

援
者
は
除
く
）。

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
も
、
必
ず
し

も
対
象
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

※
所
得
状
況
な
ど
に
よ
り
、
税
金
の
控
除
が

必
要
で
な
い
人
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
既
に
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
な
ど
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

【
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
】

傷
病
に
よ
り
６
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
た

め
、
お
む
つ
が
必
要
と
医
師
が
認
め
た
人
の

お
む
つ
代
は
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
、
一
定
の
基
準
に
該
当
す

る
場
合
、
申
請
に
よ
り
「
お
む
つ
に
係
る
費

用
の
医
療
費
控
除
の
確
認
書
」
を
交
付
し
ま

す
。

対
象
と
な
る
要
件

次
の
①
～
③
の
す
べ
て
に
該
当
し
、
一
定

の
基
準
を
満
た
す
人

①
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
人

②
要
介
護
認
定
を
受
け
た
際
に
作
成
さ
れ
た

主
治
医
意
見
書
に
お
い
て
、
心
身
の
障
が
い

が
一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
人

③
お
む
つ
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２

年
目
以
降
の
人

※
初
め
て
、
お
む
つ
の
医
療
費
控
除
を
受
け

る
場
合
は
、
市
で
は
こ
の
確
認
書
を
交
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
医
療
機
関
で
証
明
書
を
発

行
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
証
明
書
の
様

式
は
、
介
護
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
に
あ
り

ま
す
。

【
両
控
除
共
通
】

申
請
方
法

介
護
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
の
申
請
は
必
ず

対
象
者
の
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

結
果
は
後
日
、
介
護
保
険
課
か
ら
通
知
し

ま
す
。
申
請
書
を
受
理
し
て
か
ら
結
果
を
通

知
す
る
ま
で
に
一
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ介

護
保
険
課　

44
・
０
２
８
４

FAX

44
・
５
２
６
０

年
末
調
整
等
説
明
会

所
得
税
の
青
色
決
算
等
説
明
会

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は

「
特
別
徴
収
」で
納
税
を

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
税
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る

証
明
書
を
発
行
し
ま
す

介
護
認
定
を
受
け
た
人
へ
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国民年金

知って安心！

   国民年金 市民課　　　　　　44・0210
　　　　　　　　　44・5260
伊勢年金事務所　  （0596）27・3604

FAX

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
、
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。　

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
納
付
し
た
保
険
料
が
該
当
し
ま
す
。

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
24
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
人
に
対
し
、「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
本
年
11

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証

書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
２
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

◎
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合
は

世
帯
主
は
、
家
族
（
世
帯
員
）
の
国
民
年

金
保
険
料
を
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
（
夫
婦
も
お
互
い
の
保
険
料
を
連
帯

し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
）。

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
場
合
も
、
納
付
さ
れ
た
人
が
そ
の
保
険
料

を
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
家
族

あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、
控
除

証
明
書
の
ハ
ガ
キ
の
内
容
を
ご
確
認
の
う
え

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７

（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
電
話
は

　

０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
３
０
）

受
付
期
間

　

平
成
24
年
11
月
１
日
（
木
）

～
平
成
25
年
３
月
15
日
（
金
）

受
付
時
間

◦
月
曜
日　
　
　

８
時
30
分
～
19
時

◦
火
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

◦
第
２
土
曜
日　

９
時
30
分
～
16
時

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
、
火
曜
日
が
19
時

ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
祝
日
・
12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
、
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

◆『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』は

期
限
ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
は
、

雑
所
得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
と
さ
れ

て
い
ま
す
（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
、
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
）。

課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
に
は
、
毎
年
11

月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
公
的

年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書

（
平
成
25
年
分
）」（
ハ
ガ
キ
）
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
提
出
期
限
（
11
月
30
日
）
ま
で

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中
に
受
け
ら
れ

る
年
金
に
係
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が

決
ま
り
ま
す
。
も
し
、
提
出
を
忘
れ
る
と
各

種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の
源
泉
徴

収
額
が
多
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る
人
は
、
確
定
申

告
が
必
要
で
す
。

扶
養
親
族
等
申
告
書
が
送
付
さ
れ
る
人

は
、
65
歳
未
満
で
年
金
額
１
０
８
万
円
以
上

の
人
ま
た
は
、
65
歳
以
上
で
年
金
額
１
５
８

万
円
以
上
の
人
で
す
。
た
だ
し
、
障
害
年
金

や
遺
族
年
金
は
所
得
税
の
課
税
対
象
で
は
な

い
た
め
「
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親

族
等
申
告
書
」
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

◆『
社
会
保
険
料（
国
民
年

金
保
険
料
）控
除
証
明
書
』

が
発
行
さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を
～
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住基の閲覧

　市では、住民基本台帳法などに基づき、個人情報保護に留意して、住民基本台帳の写しを閲覧できます。
　今回は、平成２４年４月１日から平成２４年９月３０日までの閲覧状況を、次のとおり公表します。

市民課　 ４４・０２１０　FAX４４・５２６０

◆個人または法人の申出による住民基本台帳の一部の写しの閲覧◆
閲覧年月日 閲覧申出者

（　）内：委託者
利用目的の概要・閲覧に係る

住民の範囲 閲覧対象

平 成 24 年 5 月 9 日 廣　晃匡
厄年名簿作成：阿児町鵜方地区・神明地区
昭和47年度、昭和56年度、平成元年度、平成7年
度生まれ　※

204人

平 成 24 年 5 月 9 日 嶋田　充宏 厄年名簿作成：阿児町甲賀地区
昭和56年度生まれ　※ 15人

平成 24 年 5 月 15 日 竹内　十志
厄年名簿作成：阿児町神明地区
昭和28年度、昭和47年度、昭和50年度、昭和56
年度、平成元年度、平成7年度生まれ　※

179人

平成 24 年 5 月 16 日 伊雑宮奉賛会
副会長　南　幸生

伊雑宮延寿杖贈呈：磯部町
昭和7年生まれ 115人

平 成 24 年 6 月 4 日 橋井　修
厄年名簿作成：阿児町国府地区・安乗地区
昭和47年度、昭和56年度、平成元年度、平成7年
度生まれ　※

47人

平成 24 年 6 月 26 日 平成25 年　還暦の会
東山　富弘

還暦者名簿作成：阿児町鵜方地区
昭和28年度生まれ　※ 130人

平 成 24 年 7 月 5 日 東　元昭
厄年名簿作成：磯部町山田地区
昭和28年度、昭和47年度、昭和56年度、平成元
年度、平成7年度生まれ　※

16人

平 成 24 年 7 月 6 日

（社）中央調査社
会長　西澤　豊

（（株）野村総合研究所
常務執行役員　此本臣吾）

日常生活に関するアンケート調査：阿児町鵜方地
区
昭和7年7月1日～平成9年6月30日生まれ

36人

平成 24 年 8 月 23 日 鵜方自治会　2 の2 区
区長　西野　明

自治会名簿作成：阿児町鵜方地区
明治43年1月1日～昭和20年3月31日生まれ 105人

平成 24 年 9 月 18 日 市場　貴憲
厄年名簿作成：阿児町国府地区
昭和47年度、昭和56年度、平成元年度、平成7年
度生まれ　※

43人

平成 24 年 9 月 27 日 神明神社
小山﨑　幸夫

七五三祭対象者案内作成：阿児町神明地区
平成17年度、平成19年度、平成21年度生まれ　
※

90人

※年度とは、その年の4 月2 日から翌年の4 月1 日をいう。

住民基本台帳の一部の写しの
閲覧状況をお知らせします
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集団検診・市民講座

※胃がん検診の申し込み受け付けをしています。受診を希望する人は、お申し込みください。

● ● ● 各種がん検診受診上の注意 ● ● ●
◦対象年齢は、平成25年４月１日時点の年齢です。
◦同じ検診を年に２回受診した場合は、２回目は全額自己負担になります。
◦集団検診の結果は、受診日の約３週間後に自宅に郵送されます。
◦健康保険証を必ずお持ちください。お持ちでない場合は、受診できないことがあります。

持　ち　物　◦健康保険証（本人確認のため必ずお持ちください）
　　　　　　◦健康手帳（40歳以上の人：お持ちでない人は発行します）
自己負担額　1,200円
　　　　　　下記に該当する人は、すべてのがん検診が無料になります。
　　　　　　※70歳以上の人
　　　　　　※市国民健康保険に加入している人
対 象 年 齢　40歳以上の市民

胃がん検診
～ 集団検診のお知らせ ～

申し込み・問い合わせ
　総合保健センター　  44・1105　FAX 44・1102　　大王保健センター　 72・5963　FAX 72・5964
　磯部保健センター　  55・4011　FAX 56・0750

地区 とき 検診受付時間 ところ 申し込み・問い合わせ
磯部 11月 9日（金） 9時30分～ 10時30分 穴川公民館 磯部保健センター

阿児 11月14日（水） 10時～ 11時 鳥羽志摩農協阿児支店あぐり国府 総合保健センター

大王 12月 5日（水） 10時～ 10時45分 いきいき館　水仙

大王保健センター
志摩 12月12日（水）

9時～ 9時45分
志摩文化会館

10時～ 10時45分

※集団検診の申込受付時間は、平日8時30分～ 17時です。
　定員になり次第、受け付けは終了しますのでご了承ください。

～ 志摩市休日夜間応急診療所 ～

場　　所　県志摩庁舎
　　　　　（旧志摩保健所）
　　　　　２階
電話番号　43・5899
診療科目　内科・小児科
診療時間
□印の日は夜間
　 19時30分～22時
○印の日は昼間
　（日曜・祝日診療の日）

9時30分～12時30分
　 13時30分～16時30分

11月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

12月
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

　９月から２月にかけて、９回の講座を市内各地域で
各地域の医師により開催しています。参加希望の人は
直接、会場へお越しください。
※申し込み不要、参加費無料
第５回

と　き　11月13日（火）19時～ 20時
ところ　立神ふれあいセンター
講　師　県立志摩病院　鈴木孝明 医師
第６回

と　き　11月27日（火）19時～ 20時
ところ　甲賀地区公民館
講　師　県立志摩病院　山下富

ひさくに

都 医師
問い合わせ　志摩医師会　　　　  44・0176
　　　　　　総合保健センター　  44・1100

公益社団法人志摩医師会　市民講座

「住民と医師のふれあい教室」
～ 生活習慣病を知ろう ～
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4種混合ワクチン

　１１月１日から、４種混合ワクチン（百日せき・ジフテリア・破傷風・不活化ポリオ）の予防接種
が開始されました。予防接種を受けられる人は、次の事項にご留意ください。

 ４種混合ワクチンの接種概要 
【定期接種の対象年齢】
生後３か月～９０か月未満の人
○標準的な接種年齢
◦１期初回接種（３回）：生後３か月～生後１２か月までの間
◦１期追加接種（１回）：１期初回接種（３回）終了後１２か月から１８か月までの間
※１期追加接種は、１期初回接種終了後６か月以上の間隔をおいて接種します。

【接種方法】
皮下接種

【接種回数】
　１期初回接種３回、１期追加接種１回の計４回の接種が必要となります。

【接種間隔】
◦１期初回接種：２０日から５６日の間隔をおいて３回皮下に注射
◦１期追加接種：１期初回接種終了後（３回目接種終了後）６か月以上の間隔をおいて１回皮下に注射
※接種間隔については、接種される医師とよくご相談ください。

【予診票】
　４種混合ワクチン予防接種の予診票は、赤ちゃん訪問などを利用し対象者にお渡しします。また、接
種協力医療機関にも予診票を設置していますので、予診票をお持ちでない人は、接種協力医療機関か各
保健センターにお問い合わせください。

【接種協力医療機関】
　市における４種混合ワクチンの接種協力医療機関（平成２４年１１月時点）は、次のとおりです。

【その他】
◦単独のポリオワクチン、３種混合ワクチンを既に１回以上接種された人は、原則として、単独の不活
化ポリオワクチン、３種混合ワクチンの接種を最後まで継続することとなります。
◦不活化ポリオワクチン、４種混合ワクチンに関する情報は、市ホームページ、厚生労働省ホームペー
ジでご覧いただけます。
　http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/polio/
※予防接種の内容などに変更があった場合は、広報紙および市ホームページなどでお知らせします。

問い合わせ：総合保健センター　４４・１１００

町名 医療機関名 電話番号 住所

大王町
あがわ医院 ７２・２６６３ 大王町船越1066
和気医院 ７２・００５３ 大王町波切3138－３

志摩町
井上医院 ８５・０２７６ 志摩町越賀1691－6
鍋島医院 ８５・０００７ 志摩町和具1960-1
山本クリニック ８４・０７７７ 志摩町片田3033－5

阿児町

池田ファミリークリニック ４３・００１０ 阿児町鵜方748-５
県立志摩病院小児科 ４３・０５０１ 阿児町鵜方1257
志摩こどもの城クリニック ４６・１５２５ 阿児町鵜方3009－23
山下医院 ４５・３４３５ 阿児町甲賀2661－2

磯部町 西岡医院 ５５・０００８ 磯部町迫間375
★事前に希望の医療機関に予防接種日を電話などで確認し、予約のうえ接種を受けてください。また、
接種時には必ず母子健康手帳を持参してください。

４種混合ワクチン（百日せき・ジフテリア・破傷風・
不活化ポリオ）予防接種の開始について
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医療費適正化

◆
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う

の
は
医
療
費
の
一
部
で
す

医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
に
は
、
窓
口
で

医
療
費
の
一
部
に
相
当
す
る
自
己
負
担
額
を

支
払
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
か
か
る
医
療
費
は
、

そ
れ
だ
け
で
は
す
み
ま
せ
ん
。
残
り
の
医
療

費
（
７
割
～
９
割
）
を
保
険
者
（
市
）
が
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
は
し
ご
受
診
・
重
複
受
診
は

や
め
ま
し
ょ
う

は
し
ご
受
診
・
重
複
受
診
と
は
、
あ
る
病

気
で
、
同
時
に
複
数
の
医
療
機
関
に
か
か
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

医
師
は
、
患
者
の
訴
え
や
症
状
に
よ
り
、

検
査
や
治
療
を
行
い
ま
す
が
、
病
院
を
転
々

と
し
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
ま
で
の
治
療
は
中

断
し
、
次
の
病
院
で
は
ま
た
検
査
か
ら
や
り

直
さ
な
く
て
は
い
け
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
で
は
、
か
え
っ
て
病
気
を
長
引

か
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
患
者
に
と
っ

て
も
、
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
ま
す
。

薬
や
注
射
の
重
複
に
よ
る
弊
害
も
心
配
で

す
。
重
複
診
療
で
必
要
以
上
の
注
射
を
さ
れ

た
り
、
双
方
の
医
師
か
ら
出
さ
れ
た
薬
を
服

用
す
る
の
は
、
非
常
に
危
険
で
す
。

医
師
の
治
療
な
ど
に
納
得
で
き
な
い
と
き

や
不
安
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
こ
と
を
医
師

に
伝
え
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
も
し

転
院
す
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
治
療
デ
ー
タ

を
提
供
し
て
も
ら
え
ば
、
次
の
診
療
で
検
査

や
薬
の
重
複
と
い
う
危
険
が
避
け
ら
れ
ま
す
。

◆
休
日
な
ど
の
受
診
に
は
、

割
増
料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す

時
間
外
、
休
日
、
深
夜
に
は
、
通
常
の
料

金
に
規
定
の
割
増
料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

急
病
な
ど
や
む
を
得
な
い
と
き
以
外
は
、

昼
間
の
診
療
時
間
内
に
受
診
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◆
医
療
費
の
支
払
い
の
財
源
は

皆
さ
ん
の
保
険
税
で
す

重
複
受
診
な
ど
は
、
い
た
ず
ら
に
医
療
費

を
増
や
し
て
し
ま
い
ま
す
。
同
じ
症
状
で
、

２
つ
の
医
療
機
関
を
受
診
す
れ
ば
、
通
常
の

倍
の
額
が
請
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
税
は
、
医
療
費
の
支
払
い
の
貴
重
な

財
源
で
す
。
医
療
費
が
増
え
れ
ば
、
保
険
税

の
値
上
が
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）

は
、
新
薬
の
特
許
期
間
終
了
後
に
厚
生
労
働

省
の
認
可
の
も
と
で
製
造
・
販
売
さ
れ
る
先

発
医
薬
品
と
主
成
分
・
効
能
が
同
一
な
低
価

格
な
医
薬
品
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
使
用
は
、
皆
さ
ん
の
医
療
費
の
節
約
だ
け

で
な
く
、
国
保
財
政
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

日
常
的
な
診
療
や
健
康
管
理
な
ど
を
行
っ

て
く
れ
る
身
近
な
お
医
者
さ
ん
の
事
を
か
か

り
つ
け
医
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
大
き
い
病
院

で
は
、
待
ち
時
間
が
長
く
か
か
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
ご
家
族
で
か
か
り
つ
け
医
を
決
め

て
お
く
と
大
変
便
利
で
す
。

◆
か
か
り
つ
け
医
の
メ
リ
ッ
ト

◦
待
ち
時
間
が
比
較
的
短
く
、
受
診
の
手
続

き
も
簡
単
で
す
。

◦
入
院
や
検
査
な
ど
が
必
要
な
と
き
は
、
適

切
な
病
院
を
指
示
、紹
介
し
て
も
ら
え
ま
す
。

◦
家
族
の
病
状
・
病
歴
、
健
康
状
態
を
把
握

し
て
い
る
の
で
、
も
し
も
の
と
き
は
、
素
早

い
対
応
を
し
て
も
ら
え
ま
す
。

◦
食
事
な
ど
、
日
常
の
健
康
管
理
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
も
ら
え
ま
す
。

医
療
機
関
な
ど
の

適
正
受
診
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

か
か
り
つ
け
医
を

持
ち
ま
し
ょ
う

～
志
摩
市
国
民
健
康
保
険

加
入
の
皆
さ
ん
へ
～

還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
を

市
役
所
な
ど
の
職
員
を
名
乗
り
、
医
療

費
の
還
付
を
装
っ
た
、
振
り
込
め
詐
欺
事

件
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

県
内
で
も
高
齢
者
が
、
電
話
で
Ａ
Ｔ
Ｍ

へ
誘
導
さ
れ
、
お
金
を
振
り
込
ん
で
し

ま
っ
た
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

不
審
と
思
わ
れ
る
電
話
が
あ
っ
た
と
き

は
、
振
り
込
み
せ
ず
に
、
保
険
課
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
険
課　

44
・
０
２
１
３

FAX

44
・
５
２
６
０
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医療・福祉・介護の現場から

広 告

伊勢志摩リハビリテーション専門学校
伊勢市御薗町高向1658　www.kyoeigakuen.ac.jp/

オープンキャンパス12月1日（土）10：00～

お問い合わせ　TEL 0596-24-2540

理学療法士を目指す！

　
「
栄
養
士
は
ご
飯
を
作
る
以
外
に
何
を
し

て
い
る
の
？
」「
福
祉
・
介
護
・
栄
養
？
」

と
思
わ
れ
る
こ
と
は
無
い
で
し
ょ
う
か
？
私

た
ち
栄
養
士
は
「
栄
養
ケ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
と
い
う
業
務
を
主
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
志
摩
の
里
に
入
所
す
る
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
日
常
の
食
事
に
対
し

て
支
援
を
行
い
、
①
生
活
機
能
の
維
持
改
善

②
体
力
の
増
強
③
食
べ
る
喜
び
を
味
わ
う
、

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。

　

入
所
の
際
、
利
用
者
の
状
態
は
個
人
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。「
高
齢
の
た
め
食
が

細
く
な
り
必
要
な
量
が
食
べ
ら
れ
な
い
」「
栄

養
状
態
が
悪
く
体
力
が
回
復
し
な
い
」「
病

気
に
よ
る
後
遺
症
が
あ
り
食
事
が
摂
り
に
く

い
」
と
い
っ
た
状
態
や
、
そ
の
他
に
も
、「
そ

の
日
の
気
分
に
よ
っ
て
食
べ
る
量
に
ム
ラ
が

あ
る
」「
好
き
な
も
の
し
か
食
べ
た
く
な
い
」

な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
食
事
は
楽
し
み
で
あ
る
こ
と
も
重

要
な
要
素
で
す
が
、「
食
べ
る
こ
と
が
苦
痛

だ
」
と
言
わ
れ
る
人
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　

あ
る
時
、「
私
は
、
今
ま
で
何
十
年
と
野

菜
を
食
べ
ず
に
生
き
て
き
た
。
こ
れ
で
元
気

に
過
ご
せ
と
る
。
こ
れ
か
ら
も
野
菜
は
食
べ

や
へ
ん
！
」
と
か
た
く
な
に
野
菜
を
食
べ
る

事
を
拒
ま
れ
た
人
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
確
か

に
、
野
菜
を
食
べ
な
く
て
も
お
元
気
に
過
ご

さ
れ
て
お
り
、野
菜
を
食
べ
な
い
代
わ
り
に
、

果
物
を
好
ま
れ
、
腹
八
分
目
を
心
掛
け
て
お

ら
れ
る
人
で
し
た
。

　

成
長
期
で
あ
れ
ば
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

整
っ
た
食
事
が
必
要
で
す
が
、
高
齢
に
な
る

に
つ
れ
、
終
末
を
間
近
に
迎
え
、
日
々
の
食

事
は
バ
ラ
ン
ス
よ
り
楽
し
み
に
重
点
を
お
く

割
合
が
増
え
て
く
る
時
期
に
移
り
ま
す
。

　
「
好
き
な
物
を
腹
八
分
、
美
味
し
く
食
べ

る
」「
食
べ
る
時
は
、
自
分
自
身
が
楽
し
く

美
味
し
く
感
じ
る
」「
つ
ま
ら
な
い
」「
苦
し

い
」
と
思
い
な
が
ら
食
べ
る
の
で
は
な
く
、

「
選
ぶ
楽
し
み
・
食
べ
る
楽
し
み
」
に
重
き

を
お
く
」。
そ
ん
な
食
生
活
を
心
が
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
「
楽
し
い
食
事
」
を
継

続
出
来
る
よ
う
に
、
地
元
の
施
設
と
し
て
、

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

市
介
護
老
人
保
健
施
設
　
志
摩
の
里

管
理
栄
養
士
　
石
田
　
順
子

医
療
・
福
祉
・
介
護
の
現
場
か
ら

シ
リ
ー
ズ

第5回

セ
ン
タ
ー
長 

鈴
木 

孝
明

　

皆
さ
ん
は
今
年
の
健
診
は
受
け
ら
れ
ま
し

た
か
？
ご
自
身
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
目

的
の
「
健
康
診
査
」
を
略
し
て
「
健
診
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
が
、
が
ん
や
肺
結
核
な
ど
の

病
気
の
確
認
を
す
る
「
検
診
」
と
は
別
の
字

を
使
い
ま
す
。
会
社
勤
め
の
人
は
各
職
場
で

も
受
け
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
対
象
年
齢
以
上
（
多
く
は
40
歳
が
基

準
で
す
）
で
、
も
し
今
年
受
け
て
い
な
い
人

は
一
度
検
討
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

市
で
は
11
月
末
ま
で
が
期
日
の
健
診
が
多

い
で
す
か
ら
、
受
け
ら
れ
る
人
は
受
診
票
を

確
認
の
う
え
、
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
ね
。
普
段

ー
長

だ
よ
り

ン
タ

セ

か
ら
通
院
中
の
人
に
つ
い
て
は
、
主
治
医
の

先
生
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

実
は
最
も
関
心
を
高
め
て
ほ
し
い
の
は
、

健
康
に
あ
ま
り
関
心
の
高
く
な
い
人
々
で
す

が
、
そ
う
い
う
人
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
広
報

を
ご
覧
に
な
ら
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
す

か
ら
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
読
ん
で
い
る
人
に

ご
提
案
で
す
が
、
普
段
の
会
話
の
な
か
で
健

診
の
話
題
を
持
ち
出
す
な
ど
の
工
夫
を
し
て
、

健
康
に
対
す
る
意
識
を
地
域
全
体
で
少
し
ず

つ
で
も
高
め
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ

志
摩
地
域
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

84
・
１
０
０
０

ある日の志摩の里の昼食
～さんまの炭火焼き～
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映画上映会・ファミリーサポート講演会

「東北復興のため、心につなぐ映画を志摩市で！」をキャッチフレーズに映画『エクレール・お菓子放
浪記』の上映会を開催します。

この映画は、東日本大震災の被災地である宮城県石巻市をメインロケ地として撮影された映画で、戦中、
戦後を必死に生き抜く孤児の成長を描いた人間ドラマです。

実行委員会では、入場券売上の一部を被災地への義援金として送ることとし、この上映会を「健やかで
思いやりのある心」と「支えあう人の心をつなぐ絆」を感じることのできる市民活動として、広く賛同を
呼びかけていきます。

この映画を通じて東日本へのご支援をお願いします。

と　き　１１月３０日（金）　１４時～　１９時～
　　　　１２月　１日（土）　１４時～　１９時～
ところ　阿児アリーナ　ベイホール
入場券　前売券　一般　１，０００円
　　　　当日券　一般　１，５００円
　　　　　　　　小中高生　８００円（当日券のみ）

前売券は、地域福祉課、各支所、阿児アリーナ、浜島生涯学習センター、
大王公民館、市社会福祉協議会本所・各支所および障がい施策室にて販売し
ています。
問い合わせ　映画「エクレール・お菓子放浪記」志摩市実行委員会事務局
　　　　　　地域福祉課　  ４４・０２８３　FAX ４４・５２６０
　　　　　　市社会福祉協議会本所　  ５６・１６００

　アスペルガー症候群とは発達障がいの一種です。脳機能に部分的なかたよりがあり、
　こころの病気やしつけによる障がいではなく、生まれもった性質です。
　「人の表情や感情を読むことができない」「興味の範囲が狭い」「変化に弱い」「相手がどんな気持ちになるか想
像しながら話すことが難しい」「同時に２つ以上のことに注意を向けて行うことが苦手」…などが特徴です。

映画『エクレール・お菓子放浪記』上映会開催

赤い羽根共同募金事業　「発達障がいの講演会」

アスペルガー症候群の子どもを育てて

と き　１２月９日（日） １３時３０分～１６時
☆仲先生の発達障がいについての説明のあと、北村さんのお話があります。
☆その後、仲先生と北村さん、北村さんの息子さんも参加して、分かち合いワークショップを
行います。

と こ ろ　磯部生涯学習センター　研修室
講 師　仲律子さん（鈴鹿国際大学 准教授･臨床心理士）

北村さんと息子さん
対 象　関心のある人
申込期限　講座　１２月　５日（水） 託児あります（１０人程度）

託児　１１月３０日（金）
申し込み　しま子育て応援団
問い合わせ　 ０８０・２６２１・０３２９（事務局：西尾）

　E-mail shima_sodachiai@yahoo.co.jp ／FAX８５・５９０２

＊この講演会は市ファミリーサポートセンター「提供会員養成講座」の1講座です。
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秋の文化イベント・ウォーキング・ジョギング大会

　文化協会各支部を中心に、今年も文化関係イベントが盛りだくさんです。それぞれの会場でお楽しみ
ください。※最終日の終了時間がそれぞれ異なりますのでご注意ください。

秋の文化イベントを紹介します
地区 イベント名 と　き ところ 問い合わせ

浜島

浜島町美術展 11月 2 日（金）～ 4 日（日）

浜島生涯学習センター 浜島分室　 53・1511
短歌大会 11月13日（火）
俳句大会 11月24日（土）
合同演芸発表会 11月18日（日）
囲碁大会 11月17日（土）

大王 大王町美術展 11月3日（土・祝）～4日（日） 大王公民館 大王分室　 72・2468
志摩 第11回志摩町美術展 11月16日（金）～18日（日） 志摩文化会館 志摩分室　 85・2222

阿児

第42回阿児町展

11月 2 日（金）～ 5 日（月）
阿児アリーナ

阿児アリーナ　 43・7000

第23回いけばな展
第10回児童生徒習字作品展
第35回防火ポスター展
第34回芸能発表会

11月 3 日（土・祝）
第30回こども消防防災大会 志摩消防署

磯部 第5回磯部支部美術展覧会 11月 9 日（金）～11日（日） 磯部生涯学習センター 磯部分室　 55・0142

パールブリッジ　ウォーキング・ジョギング大会
　志摩スポーツクラブでは、今年も恒例の「パールブリッジ　ウォーキング・ジョギング」を開催します。英虞湾
のきれいな自然を眺めながらパールブリッジを渡る爽快感を楽しんでいただけるコースとなっております。豪華海
産物やリゾートホテル宿泊券などが当たる抽選会や豚汁、ドリンクのサービスもありますので、大勢の参加をお待
ちしています。
と き　１２月９日（日）　９時～１２時　 ※小雨決行
　　　　　受付　９時～　オープニング　９時３０分　　出発　１０時１５分頃
と こ ろ　志摩幼保園　駐車場（スタート・ゴール）～ パールブリッジ・Ｒ260　バイパス
　　　　　＊５キロコース（ウォーキング・ジョギング）　越賀浦折り返し
　　　　　＊１０キロコース（ジョギング）　御座港手前折り返し
参 加 費　クラブ会員　　小中学生 200円　高校生以上 300円
　　　　　非クラブ会員　小中学生 400円　高校生以上 600円
申し込み　志摩スポーツクラブへ電話、ファックスでお申し込みください。当日参加もできますが、なるべく事前
　　　　　申し込みでお願いします。

志摩スポーツクラブ事務局（志摩B&G海洋センター内）　担当：久保
（０９０）５６２３・３６２２　　FAX８４・００２８　　E-mail s-club@shima.mctv.ne.jp

　道ちゃん塾では、志摩市の和具の町並みを楽しく散策するウオーキングコースをニつ作りました。
和具の名所や、海岸をしまこちゃんを探して歩いてください。さあ　和具をあるこやのー！！
と　　き　11月25日（日）スタート　10時　受付9時～（小雨決行）
集合場所　志摩文化会館（志摩町和具535番地）
コ ー ス　○街中コース（約5㎞）　志摩文化会館　⇒　パールブリッジ　⇒　観音堂　　　⇒　和具漁港
　　　　　○海岸コース（約3㎞）　志摩文化会館　⇒　海岸沿い　　　　⇒　がまんの丘　⇒　和具漁港
参加方法　11月20日までに事務局へ電話で申し込み。　　参加費　　500円／ 1人（イベント保険料含む）
※参加者にはゴール地点で「しまこちゃん」から伊勢えび汁などのふるまいがあります（お椀、箸は各自でご用意
ください）。その他、お楽しみ抽選会や朝市、二胡、踊りもやっています。
問い合わせ　道ちゃん塾  （090）2680・2298（竹

たけうち

内）　　申し込み　志摩建設事務所   43・5351（尾
おのうえ

上）（9時～ 16時）

志摩市まち歩き観光小径づくり支援事業

きらり三橋風景街道ウォーキング大会
しまこちゃんを探してみつけて楽しくウォーキング！

しまこです！
11月25日（日）
きてーな♥
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壮行会・埋蔵文化財

開発予定地の埋蔵文化財包蔵地の確認・調査は
お済みですか？

問い合わせ　生涯学習人権教育課　 ４４・０３３９　FAX ４４・５２６３

土木工事などを行う場合は、必ず事前に埋蔵文化財包蔵地の有無を
確認してください。

住宅や倉庫などの建設・建替え、私道の建設、駐車場や
農地をはじめとする土地の造成、土取りなど、土地を掘削
する土木工事などを行う場所が埋蔵文化財包蔵地（遺跡）
の場合は、文化財保護法（第93条第１項）に基づく手続き
が義務づけられています。
以前に埋蔵文化財包蔵地の範囲外と判断されて土木工事
などが行われた場合でも、その後の調査・発見により新た
に埋蔵文化財包蔵地とされることもあります。土木工事な
どを行うときには、必ず事前に開発予定地が埋蔵文化財包
蔵地の範囲内かどうかをお問い合わせください。
※埋蔵文化財包蔵地の範囲内と判断されて、過去に発掘調
査などが行われた場所でも、その敷地内で新たに土木工事
などを行うときは、同じく文化財保護法（第93条第１項）
に基づく手続きが義務づけられています。
確認方法
開発予定地が埋蔵文化財包蔵地の範囲内かどうかは、下
記により確認できます。

１．窓口での確認　　２．ファクス・郵送での確認
ファクス・郵送の場合は、広域地図・詳細地図（住宅地
図など）の該当個所に明確な印をつけて、照会地番、連絡
先（会社名､ 担当者名､ 電話番号）を明記のうえ送信して
ください（住所・地番のみの照会では確認が不可能です。
必ず地図の写しを提出してください）。

開発予定地が埋蔵文化財包蔵地の範囲内の場合
開発予定地が埋蔵文化財包蔵地の範囲内の場合、工事着
工予定日の60日前までに所定の書類（「周知の埋蔵文化財包
蔵地における土木工事等の発掘届出書」）を提出していただ
くとともに、事前に生涯学習人権教育課と協議が必要とな
ります。
協議の流れは次のとおりです。
１　土木工事などの内容を聞き、文化財保護法による諸手
　続きを説明します。
２　遅くとも工事着工予定日の60日前までに所定の届出を
　行います。
３　地権者の了承のうえ、範囲の一部分を試験的に掘って
　遺跡が残されていないかを確認する、試掘調査を実施しま
　す。
４　このようにして確認された遺跡が、土木工事などの実
　施によって破壊される可能性があれば、再度協議を行い、
　「工事内容の変更」や工事前に「発掘調査」を実施するな
　どの措置をとることになります。

埋蔵文化財は、昔からこの地域で生活していた人々の痕跡
を現在に残すもので、地域の貴重な財産として子孫に受け継
がれていくものです。これらは一度破壊されてしまうと二度
と元には戻りません。土木工事などにあたっては、埋蔵文化
財保護のために適切な手続きにご協力をお願いします。

第67回国民体育大会
陸上競技　竹

たけうち

内　大
ひろはる

晴（近畿大学工業高専）
ボクシング　山

やまもと

本　　拳
げん

（日本大学）
〃 　佐

さ さ き

々木智
ともふみ

史（水産高校）
〃 　丑

うしおか

岡　涼
りょうた

太（水産高校）
相 撲　石

いしかわ

川　元
も と し

司（水産高校）
〃 　竹

たけうち

内　　毅
つよし

（宇治山田商業高校）
〃 　安

や す だ

田　樹
た つ き

生（宇治山田商業高校）
〃 　山

やまもと

本　圭
けいごう

剛（宇治山田商業高校）
〃 　山

やまもと

本　晟
あきつな

綱（宇治山田商業高校）
銃 剣 道　笹

ささやま

山　　尊
たける

（皇學館高校）
ゴ ル フ　北

きたむら

村　聡
そ う ま

馬（伊勢高校）
第43回ジュニアオリンピック陸上競技大会

陸上競技　吉
よ し だ

田　雷
ら い き

希（文岡中学校）
〃 　中

なかむら

村　鴻
こうさく

作（文岡中学校）
〃 　浅

あ さ の

野　　廉
れん

（和具中学校）
第52回東海卓球選手権大会

卓 球　猿
さるはし

橋　　彩
あや

（文岡中学校）

全国大会など出場選手壮行会　9月24日
市役所で、第67回国民体育大会などに出場
する選手たちの壮行会が行われました。

第32回近畿高等学校総合文化祭
将棋部門　下

しもむら

村　　聖
ひじり

（志摩高校）
〃 　山

やまかわ

川　　凜
りん

（志摩高校）
〃 　下

しもむら

村　　圭
けい

（志摩高校）

2012フジパンCUP
ユースU-12サッカー大会（東海大会）

サッカー　浜
はまじま

島ＪＦＣ
　　　　　（志摩市スポーツ少年団）

1回戦敗退　0-3
対FCアスルクラロ沼津（静岡代表）
「1回戦で敗退しましたが、周囲からの期
待がかかるプレッシャーの中で、県代表
として立派に戦ってきました。応援あり
がとうございました。」
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功労者表彰式・監査委員表彰

平成24年度
全国都市監査委員会会員表彰
　平成16年11月から現在まで市監査委員とし
てその職務を遂行し、都市監査委員制度の発
展に寄与された功績により、全国都市監査委
員会から表彰されました。

功労者表彰式	 10月1日

阿児アリーナで、平成24年度志摩市功労
者表彰式を開催しました。
今年度は、功労表彰１人、一般表彰１人
と１団体６人の８人が表彰されました。

中
なかがわ

川金
きんすけ

助さん

第42回日展入選作品
「海辺の集落」文岡中学校400ｍリレーチーム

功労表彰
　学校医・幼稚園医・保
育所嘱託医として、多年
にわたり子どもの疾病予
防、健康の保持増進、体
力の向上に貢献された功
績

代表監査委員

山
やまかわやすのり

川泰規さん

一般表彰
山
やまぎわ

際倭
し ず こ

文子さん
　日展入選９回、日展日
本画部春季展入選16回な
ど多数の賞を受賞されて
おり、その入選作品など
日本画22点を公益のため
に寄贈された功績

一般表彰
　第39回全日本中学校陸上競技選手権大会（男
子400mリレー）において優勝された功績

山
やました

下晟
あきや

弥さん

北
きたむら

村碧
あおい

惟さん 森
もりした

下　樹
たつき

さん

吉
よしだ

田雷
らいき

希さん 齋
さいき

木　恭
きょう

さん 中
なかむら

村鴻
こうさく

作さん

Shima City Public Relations19



トピックス

総合防災訓練	 9月29日

塚
つかあな

穴古墳現地説明会	 10月6日

第7回市身体障がい者福祉体育大会	 10月4日

安乗の人形芝居	 9月15日・16日

秋の全国交通安全運動出動式	 9月21日

　志摩町和具漁港で、市総合防災訓練が行われました。
訓練では、自衛隊や警察、消防などの関係機関との連
携や、地元住民による消火訓練や救援物資の搬送訓練
が行われ、参加者は防災への備えをあらたにしました。

　阿児町志島の市指定史跡・志島古墳群４号墳（塚穴
古墳）で、第１次発掘調査の現地説明会が行われました。
　当日は、出土した土器などが展示されたほか、古墳
周辺の調査で見つかった遺構や石積みについて担当職
員から説明があり、参加者は熱心に質問をしたり、写
真を撮ったりしていました。

　阿児アリーナで、第７回身体障がい者福祉体育大会が
開催されました。スポーツを通して交流を深め、地域の
人たちに福祉について関心と理解を深めてもらおうと
開かれており、大会には市身体障がい者福祉連合会の会
員約100人とボランティア、地域住民が参加し、大玉転
がしや玉入れなど、元気いっぱい競技を楽しみました。

　阿児町の安乗神社で、国の重要無形民俗文化財に
指定されている「安乗の人形芝居」が行われ、安乗
人形芝居保存会と安乗小中学生が伝統芸能を熱演しま
した。今年は、友好都市の郡上市の高

た か お

雄歌舞伎保存会
も上演を見学に訪れ、交流を図りました。

　阿児アリーナで、「秋の全国交通安全運動」の出動
式が行われました。出動式には、鳥羽警察署の署員や
地区安全協会の会員らが出席し、鳥羽警察署長や市長
による挨拶と激励の後、神明幼稚園の園児らによる交
通安全の誓いが行われました。

南海トラフ地震被害想定説明会
9月25日～10月5日

　市内各町で、南海トラフ地震被害想定の説明会が開
催されました。説明会は、８月29日の国の有識者会議
の発表を受けて開催されたもので、原口地域防災室長
が志摩における被害想定についての説明と今後の対策
などを説明し、訪れた市民に、過度な心配は避け、日
ごろから災害へ備えるよう呼びかけました。
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トピックス

福祉避難所設置運営協定調印	 10月12日

炊き出しステーションが贈呈されました	 10月13日

里海文化祭	 10月6日・7日

男女共同参画中学生学習会	 10月12日

白子高等学校吹奏楽部コンサート	 10月8日

第18回ええじゃんかまつり	 10月13日

　市と介護事業者とで、災害が発生した場合の要援護者
への避難救護について、市が事業所に対して福祉避難所
の設置運営に関する協力を求めるための協定書に調印を
行いました。市長は「介護のプロの皆さんの協力を得ら
れることは、非常に心強い。」と謝辞を述べ、事業者は「共
助の一翼を担うことができれば。」と話していました。

　志摩ガス協業組合さんから、昨年の東日本大震災の
教訓を生かし、地震・津波への非常時に備える防災意
識を高めるために、市へ炊き出しステーション１台が
贈呈されました。炊き出しステーションは、１度に
120人分が調理可能で、災害時には避難所などで活用
されます。

　阿児ふるさと公園周辺で、第18回ええじゃんかまつ
りが開催されました。メインステージでは、チビッコ
ええじゃんかやええじゃんか総踊りをはじめ、さまざ
まな演奏や踊りコンテストが行われました。また、サ
ブステージでは、フリーマーケットや体験コーナー、
出店などが設置され、訪れた人々を楽しませました。

　ともやま公園周辺で、「る・る・る里海文化祭'12」が
開催されました。メイン会場では、コンサートやフリー
マーケットのほか特産物の販売が行われ、渡し船やシー
カヤックで渡った先の真珠筏では、アクセサリー作り
やミニ釣り堀などの体験コーナーが設けられ、訪れた
人々は、里海での遊びや学びを体験しました。

　浜島中学校で、工業・水産など理系の研究分野を専
門とし、県内の研究機関で活躍する女性研究員３人を
講師に迎え、学習会を開催しました。学習会では、講
師から自身の研究内容や、性別に関わりなく仕事を選
択することなどについてお話いただきました。

　阿児アリーナで、白子高等学校吹奏楽部のコンサート
が開催されました。コンサートでは、全日本吹奏楽コン
クールの課題曲と自由曲のほか、アニメ、演歌など多彩
な曲が演奏されました。また、曲に合わせた歌や踊りの
演出では、会場が一体となって盛り上がり、終了後は、
感動した大勢の観客が称賛の声を掛けていました。
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すく すく
ラ ン ド 11月の子育て支援事業のご案内

次
の
文
章
に
出
て
く
る
“
ふ
つ
う
”
と
は

ど
ん
な
人
・
ど
ん
な
こ
と
を
表
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。“
ふ
つ
う
”
の
使
い
方
に
、

気
に
な
る
こ
と
・
ひ
っ
か
か
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

《
状
況
１
》

Ａ
さ
ん
は
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
小
学
校

６
年
生
。
一
緒
に
過
ご
し
て
き
た
ク
ラ
ス
の

友
達
と
同
じ
中
学
校
に
行
く
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
あ
る
と
き
、
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
に
か
ら
か
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
、
教
室
の
窓
ガ
ラ
ス
を

割
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。　

け
が
人
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
保
護
者

会
で
問
題
に
な
り
、
一
部
の
保
護
者
か
ら
、

「
Ｃ
さ
ん
の
た
め
に
も
“
ふ
つ
う
”
の
中
学

校
は
し
ん
ど
い
の
で
は
な
い
か
」
と
言
う
意

見
が
で
ま
し
た
。

《
状
況
２
》

Ｂ
さ
ん
は
被
差
別
部
落
出
身
で
す
。
職
場

の
人
権
研
修
を
受
け
た
帰
り
道
、同
僚
に「
実

は
わ
た
し
部
落
出
身
や
ね
ん
」
と
話
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
同
僚
は
「
え
っ
、
そ
う

な
ん
、“
ふ
つ
う
”
や
し
、
ぜ
ん
ぜ
ん
気
づ

か
へ
ん
か
っ
た
わ
！
」
と
言
い
ま
し
た
。

《
状
況
３
》

何
人
か
で
雑
談
し
て
い
た
と
き
、
Ｃ
さ
ん

が
同
性
愛
者
に
つ
い
て
差
別
的
な
こ
と
を
言

い
だ
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
「
あ
な
た

の
そ
う
い
う
言
い
方
は
良
く
な
い
と
思
う
、

性
の
在
り
方
は
さ
ま
ざ
ま
な
ん
だ
か
ら
」
と

言
っ
た
と
こ
ろ
、Ｃ
さ
ん
に
「
も
し
か
し
て
、

あ
な
た
も
同
性
愛
な
ん
？
」
と
聞
か
れ
た
の

で
、「
ち
が
う
よ
、
わ
た
し
は
“
ふ
つ
う
”

や
け
ど
」
と
答
え
ま
し
た
。

《
状
況
４
》

定
食
屋
で
何
人
か
と
ご
飯
を
食
べ
て
い
た

時
の
こ
と
。
テ
レ
ビ
か
ら
派
遣
労
働
者
が
Ｄ

社
で
も
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
を
告
発
す
る

裁
判
を
起
こ
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ

て
き
ま
し
た
。そ
れ
を
見
て
い
た
一
人
が「
知

り
合
い
が
Ｄ
社
の
社
員
や
け
ど
、
話
を
聞
い

て
た
ら
“
ふ
つ
う
”
の
会
社
や
け
ど
な
ぁ
」

と
言
い
ま
し
た
。

別
の
一
人
は
、「
裁
判
を
起
こ
す
な
ん
て
、

“
ふ
つ
う
”
の
感
覚
や
っ
た
ら
ち
ょ
っ
と
あ

り
得
へ
ん
よ
ね
。
私
に
は
考
え
ら
れ
へ
ん

わ
！
」
と
言
い
ま
し
た
。

“
ふ
つ
う
”
を
辞
書
で
調
べ
る
と
、「
特
に

変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
。
ご
く
あ
り
ふ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
。
そ
れ
が
あ
た
り
ま
え
で

あ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
」
と
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。

人
権
の
観
点
か
ら
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

言
葉
に
し
て
発
す
る
と
、
受
け
と
め
る
人
に

よ
っ
て
は
傷
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
身
の
周
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

事　　業 と　　　き と　こ　ろ

育児サークル
こえびちゃん

毎週
土 ･ 日 9時～11時30分 浜島生涯学習センター

53・1511

育児サークル
わらじっこ

毎週
火 ･ 金 9時30分～11時30分 大王第三保育所

72・2264

園庭・遊戯室
開　　　　放

毎週火曜 9時～11時30分 大王第三保育所
72・2264

22日（木） 9時30分～11時30分 志島保育所
45・2215

園庭開放

毎週
月～金 10時～12時

志摩幼保園
（旧和具保育所）

85・3217

毎週水曜 9時30分～11時
浜島幼保園

（旧浜島幼稚園）
53・0069

８日（木） 9時30分～11時 ひのでが丘保育所
55・0577

29日（木） 9時30分～11時 ひまわり保育所
55・0177

※11月３日（土・祝）・４日（日）の「育児サークルこえびちゃん」はお休みです。

志摩子育て支援センター　 85・0940
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時、13時～16時

子育てサロン 9時～12時、13時～15時

子育て支援センターわくわくの森　 44・1117
事　業 と　　き

センター開放
毎週月～金 9時～11時30分

13時～15時30分育児相談
園庭開放

磯部子育て支援センター　 55・1741
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時、13時～16時

子育てサロン 9時～12時、13時～15時
ひよこクラブ
（0・1歳） 27日（火） 10時～11時30分

ひよこクラブ
（2歳以上） 29日（木） 10時～11時30分

※ひよこクラブは、事前申込をお願いします。

浜島子育て支援センター　 53・0069
場所 ： 浜島幼保園（旧浜島幼稚園）内

事　業 と　　き
育児相談

毎週月～金
9時～12時、13時～16時

子育てサロン 9時～12時、13時～15時

※いずれの事業も開催日が祝日の場合はお休みです。

じ
ん
け
ん
コ
ー
ナ
ー
�

「
日
常
生
活
の“
ふ
つ
う
”を
考
え
る
」

人
権
啓
発
推
進
課　

44
・
０
２
２
７

FAX

44
・
５
２
６
１
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図書館だより
新しく入った本を紹介します（★は児童書です）

志摩市立図書館　  43･8000　FAX 43･8003　志摩図書室　  85･7801　FAX 85･2563　磯部図書室　  55･2881　FAX 55･2935

カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

¹¹⁄₁₁ 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 ¹²⁄₁
２ ３ ４ 5 6 7 8

○市立図書館休み　△志摩・磯部・大王・浜島休み
□全館休み　※12/16志摩図書室臨時休館

光圀伝	 冲
うぶかた

方　丁
とう

／著【小説】 生き物の超能力	 【動物】

なぜ、あの男を自らの手で殺めることになったのか。老
齢の光圀は、水戸・西山荘の書斎で、誰にも語ることのなかっ
たその経緯を書き綴ることを決意する。まったく新しい“水
戸黄門”像を描く。

カエルやペンギンなどのよく知られた動物から、昆虫や
深海生物まで、さまざまな生物の不思議な生態や驚異の能
力を紹介。生物の進化や、体を形づくるメカニズムにもせ
まる。

ボールペンで描くかわいいイラストBOOK	 森
もり

シホカ／著【美術】 ★少年探偵カケルとタクト	 佐
さ と う し ろ う

藤四郎／作【よみもの】

何の準備もなく、ささっと描ける身近な画材ボールペン
で、イラストを描いてみよう。動物、人、干支、季節のイ
ラストなど、さまざまなモチーフの描き方を紹介する。

山田小学校の運動会は、接戦のすえカケルのいる赤組が
負けた。苦しい戦いだったけれど、みんなが納得していた
白組の優勝。なのに、どうして優勝カップが消えたんだ。

三重の山城ベスト50を歩く	 福
ふ く い

井健
け ん じ

二／他編【紀行】 ★どんぐりむらのおまわりさん	 なかやみわ／さく【絵本】

中世の城館跡が濃密に分布する三重県。田辺城、桃取城、
紀伊長島城など50の山城を写真や概要図のほか、築城時期
等のデータ、アクセス地図とともに紹介する。

村の平和を守るため、どんぐりむらのおまわりさんは今
日もパトロール。男の子いっちは、おまわりさんになれる
よう毎日がんばるのですが…。

イベント案内 

館室名 と　き 内　容

市　立

11月19日(月)11時～ おはなし会（赤ちゃんむけ）
12月１日(土)11時～ おはなし会

12月８日(土)13時～15時
大人のための読み聞かせ講座
～園児・小学生むけおはなし会
のすすめ方～
対象：大人　要予約

志　摩
11月24日(土)14時30分～ よみきかせかい
12月５日(水)11時～ よみきかせかい（赤ちゃんむけ）

磯　部 11月17日(土)13時30分～ 古文書学習会

む
か
し
ば
な
し 

�

　
　

海
か
ら
来
た
薬
師
さ
ん

　

浜
島
は
、
熊
野
灘
に
面
し
て
お
り
、
気
候
も
沖
を
流
れ
る
黒
潮

の
影
響
を
受
け
て
年
中
暖
か
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
黒
潮
に
の
っ
て
、
ど
こ
か
ら
か
木
造
の
薬
師
如
来
像
が
流

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
最
初
に
田
曽
の
小こ

だ

な

の

は

ま

田
名
浜
に
流
れ
つ
き
ま
し
た
。「
こ

れ
は
た
い
へ
ん
な
こ
と
や
、
薬
師
さ
ん
が
流
れ
て
き
た
。
村
に
何

か
よ
い
こ
と
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
は
よ
あ
げ
よ
。」
村
人
た

ち
は
大
騒
ぎ
を
し
て
引
き
あ
げ
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
重
く
て
、

重
く
て
ど
う
に
も
動
き
ま
せ
ん
。

「
仕
方
な
い
。
薬
師
さ
ん
は
ほ
か
に
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
や
ろ
」

村
人
は
あ
き
ら
め
て
、
そ
の
ま
ま
に
し
ま
し
た
。

こ
ん
ど
は
隣
の
南
張
の
浜
ま
で
流
れ
て
い
き
、
村
人
が
見
つ
け
ま

し
た
。「
如
来
さ
ん
が
流
さ
れ
と
る
。
粗
末
に
で
き
ん
、
は
よ
あ

げ
よ
。」
と
み
ん
な
で
協
力
し
て
浜
ま
で
あ
げ
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
根
が
は
え
た
よ
う
に
重
く
て
手
が
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
こ
れ
は
ど
う
に
も
な
ら
ん
。
如
来
さ
ん
は
旅
の
途
中
な
ん
や
ろ
」

と
考
え
、
あ
き
ら
め
ま
し
た
。

薬
師
如
来
は
波
に
ゆ
ら
れ
な
が
ら
、
次
に
浜
島
の
塩し

ょ
し
か鹿
の
浜
へ
流

れ
つ
い
た
と
こ
ろ
を
浜
島
の
漁
師
が
見
つ
け
ま
し
た
。「
こ
れ
は

え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
」「
薬
師
さ
ん
が
流
れ
て
き
た
。今
日
は
大
漁
や
」

と
い
っ
て
引
き
あ
げ
た
と
こ
ろ
、
軽
々
と
持
ち
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
こ
れ
も
何
か
の
え
ん
や
、
家
で
だ
い
じ
に
さ
し
て

も
ら
う
で
な
」と
薬
師
如
来
さ
ん
を
背
負
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
小
高
い
丘
の
上
ま
で
来
る
と
急
に
背
中
が
重
く
な
っ

て
一
歩
も
前
へ
進
め
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

漁
師
は
考
え
た
す
え
「
薬
師
さ
ん
は
こ
こ
へ
お
ま
つ
り
せ
な
い

か
ん
や
な
」
と
い
っ
て
、
そ
の
場
所
へ
お
堂
を
建
て
、
毎
日
お
ま

い
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
村
に
大
漁
が
つ
づ
い
た
の
で
、
不
漁
の
時
や
、

村
に
病
気
が
は
や
っ
た
り
、
災
難
が
あ
っ
た
り
す
る
と
「
薬
師
さ

ん
へ
お
ま
い
り
す
る
と
、
願
い
が
か
な
え
ら
れ
る
」
と
村
人
が
お

お
ぜ
い
ま
い
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
で
も
毎
年
一
月
十
二
日
と
十
月
十
二
日
の
二
回
火
祭
り
が
行

わ
れ
、
町
の
善
男
善
女
が
お
ま
い
り
を
し
て
い
ま
す
。

〔「
浜
島
の
む
か
し
ば
な
し
」
よ
り
〕
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お知らせ

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
義
援
金
の
お
礼

お
よ
び
受
付
期
間
の
延
長
に
つ
い
て

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護（
介
護
付
き

有
料
老
人
ホ
ー
ム
）の
公
募
に
つ
い
て

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

第
６
回
美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝

出
場
選
手
選
考
会

震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
支
援
す
る

た
め
に
、
市
で
は
、
市
内
14
か
所
の
公
共
施

設
に
義
援
金
箱
を
設
置
し
、
義
援
金
を
募
っ

て
い
ま
す
。

10
月
１
日
現
在
で
、
１
７
、
０
３
６
、
３

５
３
円
集
ま
り
、
日
本
赤
十
字
社
へ
送
金
し

ま
し
た
。
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
、

個
人
、
団
体
の
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、被
災
状
況
が
非
常
に
甚
大
で
あ
り
、

義
援
金
の
申
し
出
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る

状
況
な
ど
か
ら
、
受
付
期
間
を
延
長
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

受
付
期
間

平
成
25
年
３
月
31
日
（
日
）
ま
で

問
い
合
わ
せ地

域
福
祉
課　

44
・
０
２
８
３

FAX

44
・
５
２
６
０

「
志
摩
市
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
及

び
高
齢
者
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
特
定
施

設
入
居
者
生
活
介
護
の
整
備
予
定
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
「
志
摩
市
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

（
混
合
型
）
事
業
者
募
集
要
項
」
を
ご
確
認

の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

11
月
12
日
（
月
）
～
30
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ介

護
保
険
課　

44
・
０
２
８
４

FAX

44
・
５
２
６
０

と　

き　

11
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　

14
時
～　
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ　

阿
児
町
鵜
方

　
　
　
　

山
口
農
園（
阿
児
清
掃
セ
ン
タ
ー
前
）

対
象
者

市
在
住
の
梅
栽
培
に
興
味
の
あ
る
人

内
容　

現
地
実
習

※
せ
ん
定
実
習
を
行
い
ま
す
の
で
、
工
具
持

参
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
事
前
申
し

込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
当
日
会
場
へ
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

農
林
課　

44
・
０
２
８
８

FAX

44
・
５
２
６
２

と　

き　

11
月
29
日
（
木
）

　
　
　
　

19
時
開
演

と
こ
ろ　

阿
児
ア
リ
ー
ナ
（
ベ
イ
ホ
ー
ル
）

講　

師  

杉す
ぎ
や
ま山

文ふ
み
の野

さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育

Ｏ
ｕ
ｒ 

Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
ｓ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
司
会
、

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
元
日
本
代
表
）

演
題　

ダ
ブ
ル
ハ
ッ
ピ
ネ
ス　

辛
さ
が
２
倍

な
ら
楽
し
さ
も
２
倍
！　

誰
も
が
抱
え
る
そ

れ
ぞ
れ
の
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
乗
り
越
え
る

ヒ
ン
ト

※
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ

人
権
啓
発
推
進
課　

44
・
０
２
２
７

FAX

44
・
５
２
６
１

人
権
問
題
を
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
人
権
パ

ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
４
日
（
火
）
～
13
日
（
木
）

と
こ
ろ　

市
役
所 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
内
容

☆
人
権
問
題
パ
ネ
ル

☆
人
・
命
・
ふ
れ
あ
い
人
権
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
品
写
真

※
期
間
中
の
土
曜
・
日
曜
日
は
休
み
で
す
。

問
い
合
わ
せ

人
権
啓
発
推
進
課　

44
・
０
２
２
７

FAX

44
・
５
２
６
１

平
成
25
年
２
月
17
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

る
、
第
６
回
美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
が

へ
の
出
場
選
手
選
考
会
を
実
施
し
ま
す
。

出
場
を
希
望
す
る
人
は
、
市
教
育
委
員
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と　

き

12
月
８
日
（
土
）

10
時
（
受
付
９
時
か
ら
）

と
こ
ろ　

磯
部
ふ
れ
あ
い
公
園
多
目
的
広
場

募
集
期
限

11
月
30
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
食
育
課　

44
・
０
３
５
０ 

FAX

44
・
５
２
６
３

浄
化
槽
法
定
検
査
の
指
定
検
査

機
関
に
つ
い
て

浄
化
槽
の
法
定
検
査
に
関
し
ま
し
て
は
、

県
知
事
の
指
定
検
査
機
関
と
し
て
「
一
般
財

団
法
人　

三
重
県
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
」
が

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、

法
定
検
査
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
課　

44
・
０
２
２
８

FAX

44
・
５
２
６
１

人
権
パ
ネ
ル
展

梅
の
せ
ん
定
講
習
会
の
開
催
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！ お知らせ HPFAX
E-mail電　話 FAX Eメール ホームページ

美術ギャラリーからのお知らせ

 波切幼稚園園児製作絵画展

　次の期間、波切幼稚園の園児の製
作した絵画を展示しています。
と　き　11月１日（木）～ 26日（月）
ところ　絵かきの町・大王
　　　　美術ギャラリー１階ロビー
※１階ロビーのみ入場無料です。

 お手軽写真教室

　初心者の社会人を対象にした簡単
な写真講座を実施します。
と　き　12月９日（日）
午前の部　９時30分～ 11時30分
午後の部　13時～ 15時
ところ　美術ギャラリー　３階など
定　員　午前・午後各10人程度
講　師　松井文郎さん（志摩文化協
会会長）
参加費　200円（カメラなどは各自
で用意）
募集期限　11月26日（月）まで
問い合わせ
絵かきの町・大王　美術ギャラリー
 72・4336　FAX 72・4317

家事事件の手続が新しくなります

家事事件手続法とは、家事事件（家
事審判および家事調停に関する事件）
の手続を定める法律です。国民に利
用しやすく現代社会に適合した家事
事件の手続を定めるために新たに制
定されました。
施行日　平成25年１月１日
新しく設けられた制度
○原則として、申立書の写しが相手
方に送付される。
○事件の当事者であれば、家事審判
事件の記録を見たりコピーしたりす
ることが原則として許可される。
○電話会議・テレビ会議システムを
利用することができる。
問い合わせ
津家庭裁判所事務局総務課

（059）226・4171
HP  http://www.courts.go.jp/

「みんなでふれ愛♥しま国際交流
フェスティバル」を開催します！

『みんなでふれ愛♥』をテーマに
開催するこのフェスティバルでは、
各国の食・雑貨マーケット・ワーク
ショップ体験などのブースが集まり、
ステージでは音楽演奏や歌の披露も
あり、盛りだくさんの内容になって
います。とにかくみんな一緒に体感
できる異文化交流パーティに子ども
から年配の人まで楽しめる内容に
なっていますので、たくさんの皆さ
んの参加をお待ちしております！
と　き
11月18日（日）10時～ 16時
ところ
市商工会館
問い合わせ
市国際交流協会　  55・0330

（090）5102・3487（担当：サラオカ）
shima5931@gmail.com
※この事業は、「宝くじの社会貢献
広報事業」の助成金を活用して実施
します。

見て！みて！志摩の国チャンネル ☆
今月のケーブルＴＶ行政チャンネルの番組をお知らせします。
内容、時間などは予告なく変更することがあります。

ケーブル TV　デジタル 123ch/ アナログ 6ch
11月１日～15日 11 月 16 日～ 30 日 番組紹介

毎　

時

00

5
20
30
35
50

志摩の国 5 00

10
20
30
40
50

志摩の国 10
志摩の国 5・10
行政情報を動画でお知らせし
ます。
志摩の国かわら版
行政情報を文字とナレーショ
ンでお知らせします。内容は
随時更新されています。

インフォメーション・お天気 インフォメーション・お天気

かわら版 かわら版

志摩の国 5（再） 志摩の国 10（再）

インフォメーション・お天気 インフォメーション・お天気

かわら版 かわら版

市民課窓口延長日
11月の月曜日

５日 12日 19日 26日

１９時まで

市民課　 ４４・０２１０
FAX４４・５２６０

市民 活 動力あっぷ　　セミナー開催

市民活動支援センター『あすぱ～
る』では、市民活動力あっぷセミナー
を、開催しています。
団体・個人が市民活動を行う際の
効果的なフェイスブック、ツイッ
ターなどのソーシャルメディアの活
用方法について学びます。市民によ
るまちづくりに興味のある人、市民
活動力をアップしたい人は、ぜひ講
師のお話を聞き、楽しく学んでみま
せんか。※本セミナーの中ではパソ
コンの操作はありません。
題　名
『市民活動のためのソーシャルメ
ディア活用方法』
と　き　12月１日（土）９時～ 12時
講　師　山

やまだ や す ひ さ

田泰久さん
（日本財団 経営支援グループ情報コ
ミュニケーションチームリーダー）
ところ
阿児アリーナ　ミーティングルーム
定員　30人（先着順）
申し込み・問い合わせ
市民活動支援センター『あすぱ～る』
 43・7744

E-mail asu-pearl@s1.city.shima.mie.jp
開館時間：９時～ 17時30分
休館日：火曜・水曜日
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募集
♪

自衛官候補生採用募集

資　格　18歳以上27歳未満
募集期限　11月15日（木）
試　験
11月25日（日）～ 27日（火）
※いずれか1日
手　当
月額125,500円～ /自衛官候補生期間
3か月間
2士任官後月額159,500円～ /年2回期
末手当
※採用時の給与は経験などにより異
なります。
問い合わせ
自衛隊伊勢地域事務所

（0596）23・3880

「女性の人権ホットライン」強化週間
11月12日（月）～18日（日）

「女性の人権ホットライン」は、
夫やパートナーからの暴力、職場な
どにおけるセクシュアル・ハラスメ
ント、ストーカー行為といった女性
をめぐるさまざまな人権問題につい
ての相談を受け付ける専用電話相談
窓口です。相談は、津地方法務局
職員または人権擁護委員がお受け
します。相談は無料で、秘密は厳守
します。
女性の人権ホットライン（全国共通）

（0570）070・810
8時30分～ 19時

（土・日は10時～ 17時）
問い合わせ
津地方法務局人権擁護課

（059）228・4193
FAX（059）213・3319

県最低賃金は時間額724円

県最低賃金は、9月30日から、7円
引き上げられ、時間額724円に改正
されました。
この最低賃金は、年齢やパート・
アルバイトなどの雇用形態を問わ
ず、県内で働く全ての労働者に適用
されます。
ただし、特定の産業に該当する事
業場で働く労働者には、特定（産業
別）最低賃金が定められており、こ
ちらが適用されます。
問い合わせ　三重労働局賃金室

（059）226・2108

公共職業訓練受講生募集

ポリテクセンター南伊勢では、離
職者の人々が早期に再就職ができる
よう企業での生産現場の実態に即し
たものづくり分野に特化した標準6
か月の職業訓練を実施しております。
入所ガイダンスも開催しています
ので、くわしくはお問い合わせくだ
さい。
訓練職種
訓練科 入所月 定員 訓練期間

溶接技
術科 1月 15 1月8日(火)～

6月28日（金）

電気設
備科

2月

20

2月19日（火）～
8月9日（金）

住宅リ
フォー
ム技術
科

15

テクニ
カルオ
ペレー
ション
科

3月 17 3月5日（火）～
8月29日（木）

問い合わせ
ポリテクセンター南伊勢
伊勢市小俣町明野685

（0596）37・3121

『職場体験』参加者募集

福祉のお仕事体験してみませんか？
対象者
福祉の仕事に関心のある人（学生可）
体験の期間
1人3日以上10日以内
体験時間
1日おおむねね6時間（6時間以上8時
間未満）
　参加費は無料です。ただし、交通
費、食事代などは自己負担です。な
お、職場体験にかかる日当などは支
給されません。
問い合わせ
県社会福祉協議会
福祉職場インターンシップ担当

（059）227・5160

平成25年度三重大学医学部医学科
推薦入試「地域枠B」について

市では推薦要件を満たし地域医療
に従事する意志がある希望者から対
象者を選抜します。
募集人員　2人以内
選抜方法　市長・指定病院長などに
　　　　よる面接試験
試験日時　11月13日（火）
※推薦要件・提出書類などについて
は市ホームページを参照してくださ
い。
※応募にあたっては学校長の推薦が
必要となります。
問い合わせ
健康推進課　  44・1100

広 告
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11
月
５
日
は
「
津
波
防
災
の
日
」
で

す
。

　
「
津
波
防
災
の
日
」
は
、
安
政
南
海

地
震
で
の
和
歌
山
県
の
「
稲い

な
む
ら村
の
火
」

の
故
事
に
ち
な
ん
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
志
摩
市
も
い
つ
大
き
な
津

波
被
害
に
遭
っ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

９
月
の
「
志
摩
市
総
合
防
災
訓
練
」

で
は
、
多
く
の
市
民
の
人
が
避
難
訓
練

に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
、

◦
ど
こ
に
避
難
す
る
の
か

◦
ど
の
道
を
通
っ
て
避
難
す
る
の
か

な
ど
を
ご
家
族
や
ご
近
所
の
人
と
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
、
い
ざ
と
い
う
時
に

す
ぐ
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
備
え
て
く

だ
さ
い
。

　

南
海
ト
ラ
フ
で
巨
大
地
震
が
発
生
し

た
場
合
、志
摩
市
に
は
、最
大
で
26
メ
ー

ト
ル
の
津
波
が
来
る
と
の
予
測
も
あ
り

ま
す
。

　

津
波
が
来
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合

は
、
素
早
く
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

鳥
羽
警
察
署

（
０
５
９
９
）
25
・
０
１
１
０

　
　
　
　
　
　

け
ん
銃
１
１
０
番
～

 

０
１
２
０
・
１
０
・
３
７
７
４

鳥
羽
警
察
署
伝
言
板

市こころの相談

こころの病やこころの健康づくり
に関して、保健師による面接相談を
行っています。
と　き　11月20日（火）
　　　　９時～ 12時、13時～ 16時
※要予約（前日正午まで）
ところ　総合保健センター
申し込み・問い合わせ
総合保健センター　  44・1100
　磯部・大王保健センターでも随時
相談を受け付けています。
磯部  55・4011　大王  72・5963

こころの健康相談

専門医や保健師によるこころの健
康相談を受け付けています。
と　き　11月15日（木）
　　　　13時～15時※要予約
ところ　県伊勢庁舎（相談室１）
問い合わせ　伊勢保健福祉事務所
（0596）27・5148　FAX（0596）27・5253

年金事務相談

と　き　11月14日（水）
　　　　10時～ 12時・13時～ 15時
ところ　市商工会館　
持ち物　①年金手帳・基礎年金番号
通知書②職歴書③以前に年金加入期
間を調べたことがあればその回答④
年金受給者の人は年金証書または年
金額改定通知書など⑤印鑑
※配偶者がいる場合、①～④は配偶
者の分もご持参ください。
※代理人が相談するときは、委任状
が必要です。
問い合わせ　伊勢年金事務所
（0596）27・3601　FAX（0596）28・4311

家庭児童相談室

家庭相談員が、18歳未満の子ども
についての相談を受け付けています。
電話での相談も可能です。
ご希望により、より専門性の高い
子ども相談におつなぎします。（要
予約）
と　き
平日　９時～ 12時、13時～ 16時
ところ　市福祉事務所
問い合わせ　家庭児童相談室

・FAX 44・4866

母子相談・女性相談

自分自身のこと、生活のこと、家
族・子どものこと、仕事のこと、人
間関係、配偶者などからの暴力など
さまざまな悩みごとについて、相談
をお受けします。
と　き　平日　９時～ 12時、
　　　　　　　13時～ 16時
ところ　市福祉事務所
問い合わせ　
ふくし総合支援室
 44・0270　FAX 44・5260

巡回公証相談

伊勢公証役場の公証人による巡回
公証相談を行います。相続・遺言、
離婚、任意後見、金銭・土地建物の
貸借契約などの公正証書作成や会社
などの定款認証その他について公証
人が相談に応じます。
と　き　11月15日（木）14時～ 16時
ところ　　市役所２階　会議室
申し込み　要予約（前日まで）
申し込み・問い合わせ
ふくし総合支援室
 44・0280　FAX 44・5260

納税相談のご案内
～ 納期限までに払えない時は早め
のご相談を～

仕事、家庭、収入状況などの変化
によって、納期限内納付が困難に
なった場合は、納税相談をご利用く
ださい。
収税課では開庁時に随時、相談の
受け付けをしていますので、納付に
困ったときは未納税を放置すること
なく、ご相談ください。
問い合わせ　収税課
 44・0212　FAX 44・5260

無料登記相談会

と　き　11月11日（日）
　　　　13時～ 16時（先着順）
ところ　阿児アリーナ　体育指導室
内　容　登記全般について（土地の
境界、土地分筆、合筆、建物新築、
増築、解体、相続、売買、贈与、会
社設立など）
協　賛　県司法書士会伊勢支部
問い合わせ
県土地家屋調査士会　伊勢支部
有竹良行　  43・9800

中小企業相談支援事業

中小企業主を対象として、労働面
と経営面の相談について、それぞれ
の専門家がワン・ストップで対応す
る無料の相談窓口が県下に設置され
ています。ご活用ください。
問い合わせ
中小企業相談支援事業
伊勢相談支援コーナー
・FAX（0596）28・8200

11
月
５
日
は
津
波
防
災
の
日

Shima City Public Relations27



「
広
報
し
ま
」
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ご
協
力
で
、
視
覚
障
が
い
の
あ
る

人
に
音
訳
（
朗
読
）
テ
ー
プ
・
C
D
に
よ
る
広
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

広
報 

し 

ま 

11
月
号

人　口

この広報は、環境に配慮する
ため、植物油性のインキとグ
リーン購入法の基準を満たす
再生紙を使用しています。

事故数/107件（7）　うち人身事故/20件（11）　物件/87件（－4）　死者数/０人（0）　傷者数/31人（19）

件数／1件（0）　　　　　　出動件数／268件（＋32）　　広域管内（南勢分署含）

10月の
データ
平成24年9月30日現在

扌
市
の
携
帯
電
話

用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
こ
ち
ら

編集・発行／志摩市　市長公室　〒517-0592  三重県志摩市阿児町鵜方3098-22
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全　域　総数56,143人（－78）　男26,307人（－30）　女29,836人（－48）　世帯数22,992世帯（－11）

地区別　浜島町5,032人（－3）　大王町7,267人（－12）　志摩町12,335人（－40）　阿児町23,054人（－12）　磯部町8,455人（－11）

（　）内の数字は
前月との比較です。

交　通

救　急火　災 （　）内の数字は
前年との比較です。

　「不動堂」は、一般には爪
つめきり

切不
ふ ど う そ ん

動尊として親しまれ、金比羅山の北麓に位置し、本堂、大師堂、薬師堂、
こもり堂などを配して、陽光まぶしい志摩とは全く異質な静寂で幽玄の世界を醸し出しています。
　建立は延

えんりゃく

暦年間（782 ～ 806年）とされ、弘法大師が自然石に自ら爪で刻んだ不動明王が本尊で、絶
対秘仏として厚く信仰され、一般に公開されることはありません。また、本堂の周りの崖には、数十セン
チの文字が刻まれた「梵

ぼ ん じ

字石」が25基あり、１石1仏を現わしていると伝えられます。
　取材のために訪れたのは、10月も中旬の早朝でしたが、空気は凛

りん

として全身に重くのしかかるような
雰囲気に満ちていました。今にも雨が落ちそうな曇り空で、肌寒さと鬱

うっそう

蒼とした木々に囲まれた佇まいが、
なお一層そのような雰囲気にさせるのかも知れません。
　御座の爪切不動尊といえば志摩町を代表する観光スポットであり、花見の名所でした。かつては、桜の
季節になると、場所の取り合いをするほど、花見をする人たちが多く集まりました。また、境内の一角に
は、古い樹皮がうろこ状に剥がれ落ちて、赤っぽい木肌を現わす「バクチノキ」があります。
　いまでは、以前ほどの参詣客は訪れませんが、地元の人たちの爪切不動尊への信仰心は厚く、奥志摩地
方の信仰の中心地といっても言い過ぎではないでしょう。

「不動堂」
（志摩町御座）

　

郡
上
で
は
、
８
月
の
終
わ
り
か
ら
10
月

に
か
け
て
、
市
内
各
地
で
地
域
振
興
や
市

民
交
流
な
ど
を
目
的
と
し
て
多
く
の
ま
つ

り
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
こ
れ
ら
の
ま

つ
り
へ
の
志
摩
市
か
ら
の
参
加
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
郡
上
市
白
鳥
地
区
で
行
わ
れ
る

「
ふ
る
さ
と
し
ろ
と
り
夢
ま
つ
り
」
で
は
、

志
摩
市
・
郡
上
市
友
好
交
流
協
会
が
中
心

と
な
っ
て
、
て
こ
ね
寿
司
の
販
売
が
長
年

行
わ
れ
て
お
り
、「
志
摩
の
て
こ
ね
」
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
郡
上
市
八
幡
地
区
の
「
郡
上
八

幡
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
で
は
、
友
好
都
市

提
携
協
定
を
結
ん
だ
昨
年
か
ら
出
店
が
始

ま
り
ま
し
た
。
本
年
は
志
摩
市
商
工
会
か

ら
多
く
の
参
加
が
あ
り
、
志
摩
の
特
産
品

や
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
い
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
は
、
郡
上
市
美み

な
み並
地
区
の

「
美
並
夏
ま
つ
り
」
に
も
志
摩
市
の
「
志

摩
乃
衆
」
か
ら
出
店
が
あ
り
ま
し
た
。
初

め
て
の
参
加
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
人

に
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

白
鳥
や
明
宝
か
ら
始
ま
っ
た
交
流
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
ま
つ
り
へ
の
参
加
か
ら

も
新
し
い
交
流
が
生
ま
れ
、
郡
上
市
全
域

へ
広
が
っ
て
い
く
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い

ま
す
。

郡
上
市
役
所　

出
口
貴
設

人 

事

交 

流

�

訂正とお詫び
広報しま10月号に掲載しました内容に誤りがありましたので、訂正してお詫びします。
誤　天照大神の御子である倭

やまとひめのみこと

姫命が　　　正　天照大神を祀った、垂
す い に ん

仁天皇の御子である倭
やまとひめのみこと

姫命が


